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＜報告書の見方＞ 

○ 調査結果の数値は、回答率（％：パーセント）で表示している。回答がない場合には、0.0 の表

示は省略している。 

○ 母数はその質問項目に該当する回答者の総数であり、その数はｎで示している。 

○ ｎが 30 未満の結果については、サンプル数が少ないため、参考値扱いとなる。 

○ ％の数値は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位までを表示している。このため各回答の数値

の合計が 100％とならない場合がある。 

○ 回答は、単数回答（回答は１つ）の場合と複数回答（回答はいくつでも）の場合、数値を記入す

る場合とがある。複数回答の問の場合には、その回答割合（％）の合計は 100％を超えることが

ある。 

○ ＴＯＴＡＬと比較して統計的に有意な差（有意水準５％）がある結果を中心にコメントを記載し

ている。 

○ 数表中のオレンジ色の箇所はＴＯＴＡＬの値よりも有意に高いことを示し、青い箇所はＴＯＴＡ

Ｌの値よりも有意に低いことを示している（いずれも有意水準５％）。 

○ 女性 18～34 歳の結果を記載しているところは、「希望出生率」の算出根拠となる問である。 

「希望出生率」とは、若い世代における、結婚、妊娠・出産、子育てに関する希望が叶うとした

場合に想定される出生率を指し、以下の式によって算出される。 

 

希望出生率 ＝ （女性 18～34 歳の有配偶者割合 × 夫婦の予定する子どもの数 

＋ 女性 18～34 歳の独身者割合 × 独身者のうち結婚を希望する者の割合 

× 独身者の希望する子どもの数）  

× 離死別等の影響 

  



 

 

  



 

 

１．調査概要 

（１）調査目的 

長野県民の結婚・出産・子育てに対する意識や希望を調査し、「長野県将来世代応援県民会議」にお

ける事業の方向性の決定や平成 30 年度を初年度とする新たな子ども・若者支援のための計画の基礎資

料等に活用する他、「長野県人口定着・確かな暮らし実現総合戦略」の評価指標の検証に活用する。 

 

（２）調査設計 

調査方法 インターネット調査 

調査対象 

以下の条件に該当する者を、インテージネットモニター（マイティモニタ

ー）より抽出した。 

＜対象者条件＞ 

・性別・年齢：18～49 歳男女 

・居住地域：長野県 

・長野県の性・年代構成に近くなるように回収を行う。 

有効回収数 3,017 

調査実施時期 平成 29 年 7 月 14 日～平成 29 年 7 月 18 日 

 

（３）回答者基本属性 

＜性・年代＞ ＜居住地域＞ 

 

 ※いずれも n=3,017 単位（％） 

（４）回答者の結婚等に対する意向・実態 

  

男性10・20代 男性30代 男性40代

女性10・20代 女性30代 女性40代

3.7

13.4

29.0

9.0

23.6

21.2

佐久地域 上小地域 諏訪地域 上伊那地域 飯伊地域

木曽地域 松本地域 大北地域 長野地域 北信地域

10.9

10.3

7.1

7.6

6.9

0.7
20.4

2.2

30.0

3.9

1 

  
既婚

1818

(60.3%)

未婚

1199

(39.7%)

離・死別

245(8.1%)

結婚したことがない

954(31.6%)

結婚意向あり

710（23.5%)

結婚意向なし・

分からない

489(16.2%）

n=3017
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２．調査結果 

（１）婚姻状況 

問４ あなたの現在の婚姻状況をお答えください。（回答は１つ） 

 

 既婚者の割合は 60.3％、独身者の割合は 39.7％である。 

 男性よりも女性は結婚している割合が高く、女性 30 代、40 代は 7割弱（30 代：68.1％、40 代：67.4％）

が既婚である。 

 

 

 

 

  

n=

TOTAL 3017

男性10・20代 111

男性30代 404

男性40代 876

女性10・20代 273

女性30代 712

女性40代 641

＊性年代

現在、結婚（事実婚を含む）している 結婚していたが、現在は離・死別した 結婚したことはない

60.3

21.6

56.7

61.2

41.0

68.1

67.4

8.1

3.2

9.0

2.2

6.2

16.1

31.6

78.4

40.1

29.8

56.8

25.7

16.5

(%)
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（２）独身者の結婚に対する意識 

問５ あなたのご両親と現在のあなたとの同居／別居についてうかがいます。（回答は１つ） 

   【回答者：独身者】 

 

 独身者のうち、父親と同居しているのは 49.8％、徒歩で 30 分程度の別居（近居）は 11.1％である。

また、母親と同居しているのは 60.2％、徒歩で 30 分程度の別居（近居）は 13.1％である。 

男女ともに 10～30 代では、父親・母親のどちらの場合も半数以上が同居している。また、女性 40 代

では同居の割合は低く、徒歩で 30 分程度の別居（近居）の割合が高い。 

 

① 父親との同居状況 

 
 

② 母親との同居状況 

 
  

n=

TOTAL 1199

男性10・20代 87

男性30代 175

男性40代 340

女性10・20代 161

女性30代 227

女性40代 209

＊性年代

同居 別居（近居） 別居（近居以外） いない

49.8

56.3

56.0

45.6

54.7

55.5

38.8

11.1

9.2

8.0

9.7

7.5

14.5

15.8

16.6

20.7

16.6

13.5

23.6

13.7

17.7

22.5

13.8

19.4

31.2

14.3

16.3

27.8

(%)

n=

TOTAL 1199

男性10・20代 87

男性30代 175

男性40代 340

女性10・20代 161

女性30代 227

女性40代 209

＊性年代

同居 別居（近居） 別居（近居以外） いない

60.2

65.5

66.3

59.1

65.2

61.7

49.3

13.1

8.0

9.1

11.5

9.3

16.3

20.6

17.8

20.7

19.4

15.9

23.6

14.5

17.2

8.9

5.7

5.1

13.5

1.9

7.5

12.9

(%)
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問６ 結婚について、あなたのお気持ちに最も近いものをお答えください。（回答は１つ） 

【回答者：独身者】 

 

独身者の結婚意向としては、「いずれは結婚したい」が 33.4％、「２・３年以内に結婚したい」が 10.5％

である。「すでに結婚する予定がある」、「すぐにでも結婚したい」と合わせると、６割（59.3％）は結

婚意向があると回答している。 

「わからない」の回答を除いた場合、結婚意向は 78.3％となり、性・年代別にみると、女性 10・20

代の結婚意向が最も高く（89.9％）、女性 40 代の結婚意向が最も低い（56.1％）。 

また、希望出生率の算出根拠となる「女性 18-34 歳」では、結婚意向は 87.9％となった。 

 

 
 

＜「わからない」の回答を除いた場合＞ 

 
 

＜女性 18-34 歳の場合＞（希望出生率の算出根拠） 

 
  

n=

TOTAL 1199

すでに結婚する予定がある すぐにでも結婚したい 2・3年以内に結婚したい

いずれは結婚したい 結婚するつもりはない わからない

3.8 11.6 10.5 33.4 16.4 24.4

(%)

n=

TOTAL 907

男性10・20代 67

男性30代 140

男性40代 236

女性10・20代 137

女性30代 181

女性40代 146

＊性年代

すでに結婚する予定がある すぐにでも結婚したい 2・3年以内に結婚したい

いずれは結婚したい 結婚するつもりはない

5.0

1.5

4.3

3.4

8.8

6.6

4.1

15.3

11.9

15.0

20.8

11.7

18.2

8.2

13.9

14.9

14.3

9.7

19.0

18.2

9.6

44.1

55.2

53.6

43.2

50.4

37.0

34.2

21.7

16.4

12.9

22.9

10.2

19.9

43.8

(%)

n=

女性18-34歳 238

すでに結婚する予定がある すぐにでも結婚したい 2・3年以内に結婚したい

いずれは結婚したい 結婚するつもりはない

6.7 16.0 20.2 45.0 12.2

(%)
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 結婚意向を性・雇用形態別にみると、男性、女性とも「正規の社員・職員」では、結婚意向があると

回答した割合は７割弱を占める。 

 一方で、男性の「パート・アルバイト」、「無職・家事」では、他の職業に比べて結婚意向が低く、「わ

からない」が４割である。 

また、女性の「パート・アルバイト」、「派遣・嘱託・契約社員」、「無職・家事」では、「正規の社員・

職員」に比べて早期の結婚意向（「すでに結婚する予定がある」、「すぐにでも結婚したい」、「２・３年

以内に結婚したい」の合計）が低い様子がうかがえる。 

 

 

※なお、「学生 40 人」「その他 12 人」を除いて計算している。 

  

n=

TOTAL 1147

■男性　計 581

正規の社員・職員 355

パート・アルバイト 55

派遣・嘱託・契約社員 59

自営業主・家族従業員 68

無職・家事 44

■女性　計 566

正規の社員・職員 261

パート・アルバイト 150

派遣・嘱託・契約社員 74

自営業主・家族従業員 25

無職・家事 56

性別×雇用形

態

すでに結婚する予定がある すぐにでも結婚したい 2・3年以内に結婚したい

いずれは結婚したい 結婚するつもりはない わからない

3.9

2.6

2.3

1.8

5.1

4.4

5.3

7.7

4.0

1.4

4.0

3.6

11.7

13.1

15.2

5.5

16.9

11.8

2.3

10.2

13.4

10.0

8.1

4.0

1.8

10.7

9.0

12.1

5.5

3.4

4.4

2.3

12.5

14.9

10.0

14.9

8.0

7.1

32.4

34.9

36.6

30.9

33.9

39.7

20.5

29.9

29.9

28.0

31.1

28.0

33.9

16.5

13.6

10.1

18.2

11.9

16.2

34.1

19.4

14.2

24.0

20.3

40.0

21.4

24.8

26.9

23.7

38.2

28.8

23.5

40.9

22.6

19.9

24.0

24.3

16.0

32.1

(%)
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 結婚意向を性・年収別にみると、男性は年収が高い方が結婚意向も高い傾向にあり、年収 400 万円台、

500 万円台以上では２割前後（400 万円台：18.8％、500 万円台以上：23.5％）が「すぐにでも結婚した

い」と回答している。 

 女性もおおむね同傾向であるが、年収 200 万円台以下、300 万円台では「結婚するつもりはない」が

２割（200 万円台以下：21.8％、300 万円台：20.7％）を占め、高い割合である。 

 

 

  

n=

TOTAL 1199

■男性　計 602

200万円台以下 109

300万円台 99

400万円台 85

500万円台以上 81

覚えていない・答えたくない 163

■女性　計 597

200万円台以下 202

300万円台 58

400万円台 28

500万円台以上 25

覚えていない・答えたくない 197

性別×年収

すでに結婚する予定がある すぐにでも結婚したい 2・3年以内に結婚したい

いずれは結婚したい 結婚するつもりはない わからない

3.8

2.5

2.8

4.0

2.4

3.7

1.8

5.0

5.9

8.6

14.3

4.0

3.0

11.6

13.0

9.2

13.1

18.8

23.5

10.4

10.2

7.4

8.6

10.7

20.0

14.7

10.5

8.8

4.6

14.1

17.6

7.4

6.7

12.2

13.9

17.2

28.6

8.0

9.6

33.4

35.5

40.4

33.3

40.0

33.3

34.4

31.2

31.7

34.5

25.0

20.0

27.4

16.4

13.8

15.6

13.1

5.9

9.9

12.9

19.1

21.8

20.7

7.1

20.0

17.8

24.4

26.4

27.5

22.2

15.3

22.2

33.7

22.3

19.3

10.3

14.3

28.0

27.4

(%)
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問７ あなたが結婚を考えたとき、次の中ではどのようなことが気になりますか。 

（回答はいくつでも） 【回答者：結婚予定がある、または意向がある者】 

 

 結婚を考えたときに気になることとしては、「相手の両親とうまく付き合えるか」（59.6％）が最も高

く、以下「自分の生活リズムや生活スタイルを保てるか」（54.4％）、「お金を自由に使えるか」（41.7％）

と続く。 

 性・年代別にみると、女性の方が結婚にあたって気になることを多くあげており、特に「相手の両親

とうまく付き合えるか」、「自分の生活リズムや生活スタイルを保てるか」、「住む場所が制約されないか」、

「ファッションや食べ物などの好みが制約されないか」、「職業を自由に選べるか」といった項目の割合

が高いことから、ライフスタイルの変化に対する懸念が強いことがうかがえる。 

 

① 性・年代別 

 

  

n=

相手の
両親とう
まく付き
合える
か

自分の
生活リズ
ムや生
活スタイ
ルを保
てるか

お金を
自由に
使える
か

余暇や
遊びの
時間を
自由に
取れる
か

自分に
子育て
ができる
か

仕事（ま
たは学
業）の時
間を自
由に取
れるか

自由な
人生設
計がで
きるか

住む場
所が制
約されな
いか

ファッ
ションや
食べ物
などの
好みが
制約さ
れない
か

職業を
自由に
選べる
か

その他 特に気
になるこ
とはない

TOTAL 710 59.6 54.4 41.7 39.7 38.6 27.5 26.6 21.1 19.9 15.2 1.8 10.7

男性10・20代 56 48.2 46.4 48.2 42.9 39.3 30.4 32.1 16.1 12.5 16.1 0.0 8.9

男性30代 122 50.8 36.9 41.0 38.5 40.2 23.8 23.8 13.9 12.3 15.6 3.3 16.4

男性40代 182 50.0 48.9 38.5 37.4 33.5 18.7 24.7 15.9 11.5 8.2 1.6 13.7

女性10・20代 123 65.9 65.0 39.8 44.7 52.8 36.6 23.6 23.6 29.3 16.3 0.0 7.3

女性30代 145 73.1 63.4 46.9 38.6 43.4 31.7 30.3 29.0 27.6 22.1 3.4 6.9

女性40代 82 68.3 65.9 39.0 39.0 17.1 29.3 29.3 29.3 26.8 15.9 1.2 8.5

＊性年代

59.6

54.4

41.7
39.7 38.6

27.5 26.6

21.1 19.9

15.2

1.8

10.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(%)
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 平成 27～29 年度調査（今回調査）までの経年変化をみると、今回新たに追加した「相手の両親とう

まく付き合えるか」が最多となっている。 

 性別にみると、上位の「相手の両親とうまく付き合えるか」及び「自分の生活リズムや生活スタイル

を保てるか」をはじめ多くの項目で男性に比べて女性が高くなっている。 

 

② 平成 27～29 年度調査（今回調査）までの経年変化 

 

 

※グラフは今回調査の順でソート 

 

③ 性別 

 

 

※グラフは TOTAL の順でソート（TOTAL の順でソート）  

n=

相手の
両親とう
まく付き
合える
か

自分の
生活リズ
ムや生
活スタイ
ルを保
てるか

お金を
自由に
使える
か

余暇や
遊びの
時間を
自由に
取れる
か

自分に
子育て
ができる
か

仕事（ま
たは学
業）の時
間を自
由に取
れるか

自由な
人生設
計がで
きるか

住む場
所が制
約されな
いか

ファッ
ションや
食べ物
などの
好みが
制約さ
れない
か

職業を
自由に
選べる
か

その他 特に気
になるこ
とはない

平成29年度調査（今回調査） 710 59.6 54.4 41.7 39.7 38.6 27.5 26.6 21.1 19.9 15.2 1.8 10.7

平成28年度調査 782 - 57.5 42.7 44.8 - 21.9 19.6 19.4 20.3 14.6 1.8 12.1

平成27年度調査 892 - 57.2 40.2 44.7 - 19.1 20.4 19.1 21.1 13.3 2.0 11.5

57.2

40.2
44.7

19.1
20.4

19.1

21.1

13.3

2.0

11.5

57.5

42.7
44.8

21.9
19.6

19.4 20.3

14.6

1.8

12.1

59.6

54.4

41.7 39.7 38.6

27.5 26.6 21.1

19.9 15.2

1.8

10.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0
平成27年度調査 平成28年度調査 平成29年度調査（今回調査）

(%)

n=

相手の
両親とう
まく付き
合える
か

自分の
生活リズ
ムや生
活スタイ
ルを保
てるか

お金を
自由に
使える
か

余暇や
遊びの
時間を
自由に
取れる
か

自分に
子育て
ができる
か

仕事（ま
たは学
業）の時
間を自
由に取
れるか

自由な
人生設
計がで
きるか

住む場
所が制
約されな
いか

ファッ
ションや
食べ物
などの
好みが
制約さ
れない
か

職業を
自由に
選べる
か

その他 特に気
になるこ
とはない

TOTAL 710 59.6 54.4 41.7 39.7 38.6 27.5 26.6 21.1 19.9 15.2 1.8 10.7

男性 360 50.0 44.4 40.8 38.6 36.7 22.2 25.6 15.3 11.9 11.9 1.9 13.9

女性 350 69.4 64.6 42.6 40.9 40.6 32.9 27.7 27.1 28.0 18.6 1.7 7.4

50.0

44.4

40.8 38.6 36.7

22.2

25.6

15.3
11.9 11.9

1.9

13.9

69.4
64.6

42.6 40.9
40.6

32.9
27.7

27.1 28.0

18.6

1.7

7.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0
男性 女性 TOTAL

(%)
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 結婚を考えたときに気になることを性・雇用形態別にみると、正規の社員・職員の女性は「相手の両

親とうまく付き合えるか」（70.9％）、「自分の生活リズムや生活スタイルを保てるか」（68.0％）、「仕事

（または学業）の時間を自由に取れるか」（32.6％）、「住む場所が制約されないか」（27.9％）、「ファッ

ションや食べ物などの好みが制約されないか」（25.6％）といったライフスタイルの変化に対する懸念

が強い。 

また、パート・アルバイトの女性は「職業を自由に選べるか」（24.4％）を気になることとしてあげ

る割合が高い。 

 

 

※なお、「学生 27 人」「その他９人」を除いて計算している。 

  

n=

相手の
両親とう
まく付き
合える
か

自分の
生活リズ
ムや生
活スタイ
ルを保
てるか

お金を
自由に
使える
か

余暇や
遊びの
時間を
自由に
取れる
か

自分に
子育て
ができる
か

仕事（ま
たは学
業）の時
間を自
由に取
れるか

自由な
人生設
計がで
きるか

住む場
所が制
約されな
いか

ファッ
ションや
食べ物
などの
好みが
制約さ
れない
か

職業を
自由に
選べる
か

その他 特に気
になるこ
とはない

TOTAL 674 59.2 54.5 42.1 39.5 37.1 26.4 26.4 21.1 19.9 14.2 1.9 10.8

■男性　計 346 49.4 44.5 40.5 37.6 35.3 21.1 24.9 14.7 11.8 11.3 2.0 14.5

正規の社員・職員 235 48.9 46.0 40.9 36.6 34.0 19.6 23.4 14.0 11.9 7.7 1.7 16.2

パート・アルバイト 24 54.2 41.7 66.7 45.8 37.5 37.5 41.7 8.3 12.5 29.2 0.0 4.2

派遣・嘱託・契約社員 35 62.9 45.7 34.3 40.0 48.6 11.4 31.4 14.3 11.4 14.3 2.9 8.6

自営業主・家族従業員 41 41.5 41.5 29.3 39.0 31.7 26.8 24.4 19.5 14.6 14.6 4.9 14.6

無職・家事 11 36.4 27.3 36.4 27.3 27.3 27.3 0.0 27.3 0.0 27.3 0.0 18.2

■女性　計 328 69.5 64.9 43.9 41.5 39.0 32.0 28.0 27.7 28.4 17.4 1.8 7.0

正規の社員・職員 172 70.9 68.0 42.4 43.6 41.9 32.6 27.3 27.9 25.6 14.5 1.7 5.8

パート・アルバイト 78 61.5 61.5 39.7 37.2 29.5 33.3 28.2 24.4 26.9 24.4 3.8 9.0

派遣・嘱託・契約社員 41 75.6 65.9 48.8 43.9 39.0 36.6 29.3 34.1 41.5 14.6 0.0 7.3

自営業主・家族従業員 11 63.6 54.5 45.5 36.4 27.3 36.4 54.5 36.4 27.3 27.3 0.0 9.1

無職・家事 26 76.9 57.7 57.7 38.5 53.8 15.4 19.2 23.1 30.8 15.4 0.0 7.7

性別×雇用
形態

59.2

54.5

42.1
39.5

37.1

26.4 26.4

21.1 19.9

14.2

1.9

10.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(%)
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問８ あなたは結婚相手を決めるとき、次の項目についてどの程度重視しますか。（回答は１つ） 

【回答者：結婚予定がある、または意向がある者】 

  

 結婚相手を決めるときに重視する割合が高いのは、「相手の人がら」（75.6％）、「家事・育児に対する

能力や姿勢」（45.4％）、「自分の仕事に対する理解と協力」（31.4％）といった項目である。 

 一方、「相手の学歴」、「相手の職業」などはあまり関係ないとする割合が高い。 

 平成 27～29 年度調査（今回調査）までの経年変化をみると、「自分の仕事に対する理解と協力」につ

いては「重視する」との回答が低下傾向を示している。 

 

 
  

n=

平成29年度調査（今回調査） 710

平成28年度調査 782

平成27年度調査 892

平成29年度調査（今回調査） 710

平成28年度調査 782

平成27年度調査 892

平成29年度調査（今回調査） 710

平成28年度調査 782

平成27年度調査 892

平成29年度調査（今回調査） 710

平成28年度調査 782

平成27年度調査 892

平成29年度調査（今回調査） 710

平成28年度調査 782

平成27年度調査 892

平成29年度調査（今回調査） 710

平成28年度調査 782

平成27年度調査 892

平成29年度調査（今回調査） 710

平成28年度調査 782

平成27年度調査 892

平成29年度調査（今回調査） 710

平成28年度調査 782

平成27年度調査 892

平成29年度調査（今回調査） 710

平成28年度調査 782

平成27年度調査 892

共通の趣味の有無

自分の仕事に対する理解と協力

家事・育児に対する能力や姿勢

相手の学歴

相手の職業

相手の収入などの経済力

相手の人がら

相手の容姿

相手の家族構成・状況

重視する 考慮する あまり関係ない

4.1

4.2

3.0

12.5

12.3

12.1

19.2

20.1

21.4

75.6

79.9

77.8

14.4

17.5

16.3

13.0

15.0

14.2

18.9

18.7

19.5

31.4

34.3

39.0

45.4

52.7

50.1

28.3

27.9

28.1

44.4

45.5

43.6

49.3

49.9

45.9

19.2

16.4

18.7

63.9

61.9

61.1

51.1

54.5

52.9

46.2

48.2

46.2

53.4

51.0

47.5

45.5

40.0

42.4

67.6

67.9

68.8

43.1

42.2

44.3

31.5

30.1

32.7

5.2

3.7

3.5

21.7

20.6

22.6

35.9

30.6

32.8

34.9

33.1

34.3

15.2

14.7

13.5

9.2

7.3

7.5

(%)
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 相手の学歴、職業、収入などの経済力は、いずれも女性の方が「重視する」または「考慮する」と回

答する割合が高い。特に職業と経済力に対する考え方は男女差が大きく、女性では職業を重視するとの

回答が２割強、経済力を重視するとの回答が３割強にのぼるのに対し、男性ではどちらも１割未満であ

る。 

 

① 相手の学歴 

 
 

② 相手の職業 

 
 

③ 相手の収入などの経済力 

  

n=

TOTAL 710

男性10・20代 56

男性30代 122

男性40代 182

女性10・20代 123

女性30代 145

女性40代 82

＊性年代

重視する 考慮する あまり関係ない

4.1

1.8

4.1

1.6

8.1

5.5

2.4

28.3

30.4

16.4

15.9

33.3

40.7

42.7

67.6

67.9

79.5

82.4

58.5

53.8

54.9

(%)

n=

TOTAL 710

男性10・20代 56

男性30代 122

男性40代 182

女性10・20代 123

女性30代 145

女性40代 82

＊性年代

重視する 考慮する あまり関係ない

12.5

5.4

4.1

2.2

24.4

20.0

22.0

44.4

48.2

37.7

29.7

45.5

60.0

54.9

43.1

46.4

58.2

68.1

30.1

20.0

23.2

(%)

n=

TOTAL 710

男性10・20代 56

男性30代 122

男性40代 182

女性10・20代 123

女性30代 145

女性40代 82

＊性年代

重視する 考慮する あまり関係ない

19.2

7.1

4.9

2.7

34.1

33.8

36.6

49.3

42.9

47.5

40.7

54.5

56.6

54.9

31.5

50.0

47.5

56.6

11.4

9.7

8.5

(%)
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 相手の人がらについては、女性の方が重視する割合が高く、いずれの年代でも８割を超える。 

 相手の容姿を重視するのは男女ともに１～２割である。 

家族構成・状況を重視するのは男性では１割前後であるのに対し、女性では２割前後と、女性の方が

重視する傾向にある。 

 

④ 相手の人がら 

 
 

⑤ 相手の容姿 

 
 

⑥ 相手の家族構成・状況 

 
 

n=

TOTAL 710

男性10・20代 56

男性30代 122

男性40代 182

女性10・20代 123

女性30代 145

女性40代 82

＊性年代

重視する 考慮する あまり関係ない

75.6

67.9

72.1

65.9

82.9

84.8

80.5

19.2

25.0

22.1

25.3

12.2

14.5

15.9

5.2

7.1

5.7

8.8

4.9

0.7

3.7

(%)

n=

TOTAL 710

男性10・20代 56

男性30代 122

男性40代 182

女性10・20代 123

女性30代 145

女性40代 82

＊性年代

重視する 考慮する あまり関係ない

14.4

19.6

15.6

15.4

11.4

15.9

8.5

63.9

55.4

63.9

62.1

62.6

65.5

73.2

21.7

25.0

20.5

22.5

26.0

18.6

18.3

(%)

n=

TOTAL 710

男性10・20代 56

男性30代 122

男性40代 182

女性10・20代 123

女性30代 145

女性40代 82

＊性年代

重視する 考慮する あまり関係ない

13.0

8.9

11.5

4.9

17.9

20.7

14.6

51.1

46.4

45.1

53.8

48.8

49.0

64.6

35.9

44.6

43.4

41.2

33.3

30.3

20.7

(%)
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 共通の趣味の有無については、男性 40 代で重視する割合が 11.0％と低い。 

 自分の仕事に対する理解と協力については、女性 10・20 代（36.6％）、女性 30 代（45.5％）で重視

する割合が高く、男性 40 代で 19.2％と低い。 

 家事・育児に対する能力や姿勢については、男性 30 代、女性 10・20 代、女性 30 代の半数以上が重

視すると回答している。 

 

⑦ 共通の趣味の有無 

 
 

⑧ 自分の仕事に対する理解と協力 

 
 

⑨ 家事・育児に対する能力や姿勢 

 

n=

TOTAL 710

男性10・20代 56

男性30代 122

男性40代 182

女性10・20代 123

女性30代 145

女性40代 82

＊性年代

重視する 考慮する あまり関係ない

18.9

25.0

19.7

11.0

18.7

24.8

20.7

46.2

41.1

49.2

48.4

44.7

40.0

53.7

34.9

33.9

31.1

40.7

36.6

35.2

25.6

(%)

n=

TOTAL 710

男性10・20代 56

男性30代 122

男性40代 182

女性10・20代 123

女性30代 145

女性40代 82

＊性年代

重視する 考慮する あまり関係ない

31.4

32.1

30.3

19.2

36.6

45.5

26.8

53.4

51.8

54.9

59.9

48.0

44.1

62.2

15.2

16.1

14.8

20.9

15.4

10.3

11.0

(%)

n=

TOTAL 710

男性10・20代 56

男性30代 122

男性40代 182

女性10・20代 123

女性30代 145

女性40代 82

＊性年代

重視する 考慮する あまり関係ない

45.4

41.1

53.3

30.8

51.2

55.9

41.5

45.5

51.8

39.3

58.2

39.8

35.9

47.6

9.2

7.1

7.4

11.0

8.9

8.3

11.0

(%)
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問９ あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。最大の理由、第２の理

由、第３の理由をそれぞれお答えください。（回答は１つ） 

【回答者：結婚意向がある者、または結婚意向がない者】 

 

現在独身でいる最大の理由を結婚意向がある者についてみると、「適当な相手にまだめぐり会わない

から」（41.4％）が最も高く、以下、「結婚生活を送るには年収が少ない、または結婚資金が足りない」

（14.1％）、「異性とうまく付き合えないから」（9.8％）と続く。 

 

＜「結婚意向あり」の場合＞ 

 
 

  

適当な相手にまだめぐり会わないから

結婚生活を送るには年収が少ない、

または結婚資金が足りない

異性とうまく付き合えないから

仕事（または学業）が忙しく、余裕が

ないから

独身の自由さや気楽さを失いたくない

から

結婚する必要性を感じないから

結婚するにはまだ若すぎるから

仕事（または学業）に打ち込みたいから

趣味や娯楽を楽しみたいから

親の面倒を見る（介護をする）必要が

あるから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）

から

結婚生活のための住居のめどがたた

ないから

子育てする自信がないから

名字を変えたくないから

その他

これ以上理由はない

最大の理由(n=665) 第2の理由(n=665) 第3の理由(n=665)

41.4

14.1

9.8

6.0

6.0

3.6

3.5

2.9

2.6

2.1

1.7

1.1

0.8

0.2

4.5

0.0

15.8

10.7

10.5

8.7

11.1

3.3

1.1

2.6

5.9

3.3

2.0

2.1

2.9

0.8

2.1

17.3

6.9

8.7

5.0

5.7

9.0

3.5

1.2

3.2

6.0

3.5

1.5

2.4

2.9

1.2

1.7

37.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 (%)
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現在独身でいる最大の理由を結婚意向がない者についてみると、「結婚する必要性を感じないから」

（36.5％）が最も高く、「独身の自由さや気楽さを失いたくないから」（16.8％）、「趣味や娯楽を楽しみ

たいから」（8.1％）、「結婚生活を送るには年収が少ない、または結婚資金が足りない」（8.1％）と続い

ており、現在のライフスタイルを維持したい意向がうかがえる。 

 

＜「結婚意向なし」の場合＞ 

 
 

  

結婚する必要性を感じないから

独身の自由さや気楽さを失いたくない

から

趣味や娯楽を楽しみたいから

結婚生活を送るには年収が少ない、

または結婚資金が足りない

適当な相手にまだめぐり会わないから

親の面倒を見る（介護をする）必要が

あるから

異性とうまく付き合えないから

結婚するにはまだ若すぎるから

仕事（または学業）が忙しく、余裕が

ないから

子育てする自信がないから

結婚生活のための住居のめどがたた

ないから

仕事（または学業）に打ち込みたいから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）

から

名字を変えたくないから

その他

これ以上理由はない

最大の理由(n=197) 第2の理由(n=197) 第3の理由(n=197)

36.5

16.8

8.1

8.1

7.1

4.6

3.6

1.5

1.5

1.5

1.0

0.5

0.5

0.5

8.1

0.0

14.2

25.4

7.6

3.6

7.6

3.6

6.6

0.0

2.5

3.6

0.5

2.5

1.0

1.0

2.5

17.8

12.7

9.6

8.1

4.6

10.7

3.0

5.1

0.5

2.5

3.0

1.5

1.5

1.5

1.0

3.0

31.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 (%)
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現在独身でいる最大の理由を結婚意向の有無別にみると、結婚意向がある者は「適当な相手にまだめ

ぐり会わないから」（41.4％）、「結婚生活を送るには年収が少ない、または結婚資金が足りない」（14.1％）

を理由とする割合が高い。一方、結婚意向がない者は「結婚する必要性を感じないから」（36.5％）、「独

身の自由さや気楽さを失いたくないから」（16.8％）が主な理由となっている。 

性・年代別にみると、男女ともに 10・20 代は「結婚するにはまだ若すぎるから」（男性：15.2％、女

性：12.8％）を理由とする割合が高い。また、男性 10・20 代は「趣味や娯楽を楽しみたいから」（10.6％）、

女性 10・20 代は「仕事（または学業）が忙しく、余裕がないから」（10.4％）が高いのも特徴的である。 

男性 30 代、男性 40 代では「結婚生活を送るには年収が少ない、または結婚資金が足りない」（30 代：

20.1％、40 代：17.1％）、女性 30 代では「適当な相手にまだめぐり会わないから」（42.6％）、女性 40

代では「結婚する必要性を感じないから」（21.4％）を理由とする割合が高い。 

 

① 最大の理由 

＜結婚意向の有無別の場合＞ 

 

 

＜性・年代別の場合＞ 

 

n=

適当な

相手に

まだめぐ

り会わな

いから

結婚生

活を送

るには

年収が

少ない、

または

結婚資

金が足

りない

結婚す

る必要

性を感じ

ないから

独身の

自由さ

や気楽

さを失い

たくない

から

異性とう

まく付き

合えない

から

仕事（ま

たは学

業）が忙

しく、余

裕がな

いから

趣味や

娯楽を

楽しみた

いから

結婚す

るにはま

だ若す

ぎるから

親の面

倒を見

る（介護

をする）

必要が

あるから

仕事（ま

たは学

業）に打

ち込み

たいから

親や周

囲が結

婚に同

意しない

（だろう）

から

結婚生

活のた

めの住

居のめ

どがた

たない

から

子育て

する自

信がな

いから

名字を

変えたく

ないから

その他 これ以

上理由

はない

TOTAL 862 33.5 12.8 11.1 8.5 8.4 5.0 3.8 3.0 2.7 2.3 1.4 1.0 0.9 0.2 5.3 0.0

結婚意向あり 665 41.4 14.1 3.6 6.0 9.8 6.0 2.6 3.5 2.1 2.9 1.7 1.1 0.8 0.2 4.5 0.0

結婚意向なし 197 7.1 8.1 36.5 16.8 3.6 1.5 8.1 1.5 4.6 0.5 0.5 1.0 1.5 0.5 8.1 0.0

＊Q6　結婚

意向の有無

33.5

12.8
11.1

8.5 8.4

5.0
3.8 3.0 2.7 2.3 1.4 1.0 0.9 0.2

5.3

0.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0(%)

n=

適当な

相手に

まだめぐ

り会わな

いから

結婚生

活を送

るには

年収が

少ない、

または

結婚資

金が足

りない

結婚す

る必要

性を感じ

ないから

独身の

自由さ

や気楽

さを失い

たくない

から

異性とう

まく付き

合えない

から

仕事（ま

たは学

業）が忙

しく、余

裕がな

いから

趣味や

娯楽を

楽しみた

いから

結婚す

るにはま

だ若す

ぎるから

親の面

倒を見

る（介護

をする）

必要が

あるから

仕事（ま

たは学

業）に打

ち込み

たいから

親や周

囲が結

婚に同

意しない

（だろう）

から

結婚生

活のた

めの住

居のめ

どがた

たない

から

子育て

する自

信がな

いから

名字を

変えたく

ないから

その他 これ以

上理由

はない

TOTAL 862 33.5 12.8 11.1 8.5 8.4 5.0 3.8 3.0 2.7 2.3 1.4 1.0 0.9 0.2 5.3 0.0

男性10・20代 66 18.2 15.2 4.5 6.1 10.6 9.1 10.6 15.2 1.5 6.1 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0

男性30代 134 31.3 20.1 6.0 8.2 14.2 4.5 3.7 0.0 2.2 3.7 0.7 1.5 0.7 0.0 3.0 0.0

男性40代 228 32.9 17.1 12.7 8.3 10.5 3.9 3.9 0.0 2.6 0.9 0.0 1.3 1.3 0.0 4.4 0.0

女性10・20代 125 32.8 10.4 7.2 6.4 6.4 10.4 3.2 12.8 0.8 4.0 2.4 0.0 0.8 0.0 2.4 0.0

女性30代 169 42.6 7.7 10.1 8.9 5.9 2.4 3.0 0.0 3.0 2.4 3.0 1.2 0.6 0.6 8.9 0.0

女性40代 140 33.6 5.7 21.4 11.4 2.9 3.6 2.1 0.0 5.0 0.0 2.1 1.4 0.0 0.7 10.0 0.0

＊性年代

33.5

12.8
11.1

8.5 8.4

5.0
3.8 3.0 2.7 2.3 1.4 1.0 0.9 0.2

5.3

0.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0
(%)
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問 10 あなたは「婚活」としてどのようなことを行っていますか。あるいは今後行いたいですか。 

   （回答はいくつでも） 【回答者：結婚意向がある者】 

 

 「婚活」として行っていること（今後行いたいこと）としては、「友人、職場の同僚や先輩に頼む」（18.5％）

の割合が最も高く、次いで「婚活パーティーに参加する」（16.2％）、「合コンに参加する」（16.1％）の

順になっている。一方、「婚活」は「特に行っていない・行う予定はない」は５割以上（56.5％）を占

める。 

 性・年代別にみると、女性 30 代で「友人、職場の同僚や先輩に頼む」（27.1％）、「婚活パーティーに

参加する」（24.1％）の割合が高い。また、男性 30 代では「合コンに参加する」（23.3％）、男性 40 代

では「お見合いをする」（15.5％）、「民間の結婚相談所に登録する」（12.1％）の割合が高い。 

 

 

  

n=

友人、職
場の同
僚や先
輩に頼む

婚活パー
ティーに
参加する

合コンに
参加する

インター
ネットサ
イト・SNS
を活用す
る

お見合い
をする

民間の
結婚相
談所に登
録する

趣味の
サークル
に入る

市町村
や社会
福祉協
議会など
の公的な
結婚相
談所に登
録する

その他 特に行っ
ていな
い・行う
予定はな
い

TOTAL 665 18.5 16.2 16.1 12.5 10.8 7.2 5.9 5.9 0.5 56.5

男性10・20代 55 14.5 12.7 12.7 14.5 9.1 3.6 10.9 3.6 0.0 67.3

男性30代 116 19.0 17.2 23.3 14.7 10.3 5.2 4.3 8.6 0.0 55.2

男性40代 174 14.4 14.4 14.9 14.9 15.5 12.1 4.6 7.5 0.6 51.7

女性10・20代 111 13.5 10.8 14.4 10.8 4.5 2.7 4.5 2.7 0.0 70.3

女性30代 133 27.1 24.1 17.3 12.0 11.3 8.3 6.8 3.8 1.5 50.4

女性40代 76 22.4 15.8 10.5 5.3 10.5 6.6 7.9 7.9 0.0 52.6

＊性年代

18.5
16.2 16.1

12.5
10.8

7.2 5.9 5.9

0.5

56.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0(%)
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「婚活」として行っていること（今後行いたいこと）を性・結婚意向別にみると、すぐにでも結婚し

たい男性では、「民間の結婚相談所に登録する」（19.2％）、「市町村や社会福祉協議会などの公的な結婚

相談所に登録する」（15.4％）の割合が高い。 

また、すぐにでも結婚したい女性では、「婚活パーティーに参加する」（36.1％）、「友人、職場の同僚

や先輩に頼む」（34.4％）の割合が高い。 

 

 

  

n=

友人、職
場の同
僚や先
輩に頼む

婚活パー
ティーに
参加する

合コンに
参加する

インター
ネットサ
イト・SNS
を活用す
る

お見合い
をする

民間の
結婚相
談所に登
録する

趣味の
サークル
に入る

市町村
や社会
福祉協
議会など
の公的な
結婚相
談所に登
録する

その他 特に行っ
ていな
い・行う
予定はな
い

TOTAL 665 18.5 16.2 16.1 12.5 10.8 7.2 5.9 5.9 0.5 56.5

■男性　計 345 15.9 15.1 17.4 14.8 12.8 8.4 5.5 7.2 0.3 55.4

すぐにでも結婚したい 78 20.5 21.8 20.5 17.9 15.4 19.2 5.1 15.4 0.0 39.7

2・3年以内に結婚したい 53 22.6 17.0 13.2 18.9 7.5 5.7 3.8 3.8 0.0 50.9

いずれは結婚したい 214 12.6 12.1 17.3 12.6 13.1 5.1 6.1 5.1 0.5 62.1

■女性　計 320 21.3 17.5 14.7 10.0 8.8 5.9 6.3 4.4 0.6 57.8

すぐにでも結婚したい 61 34.4 36.1 21.3 14.8 16.4 13.1 9.8 8.2 0.0 34.4

2・3年以内に結婚したい 73 24.7 24.7 19.2 9.6 9.6 6.8 6.8 4.1 0.0 56.2

いずれは結婚したい 186 15.6 8.6 10.8 8.6 5.9 3.2 4.8 3.2 1.1 66.1

性別×
結婚意向

18.5
16.2 16.1

12.5
10.8

7.2 5.9 5.9

0.5

56.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0(%)
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問 11 行政（県や市町村）に取り組んでほしい結婚支援は何ですか。あてはまるものをお答えくださ

い。（回答は３つまで） 【回答者：結婚を支援する事業を行政に取り組んでほしいと思ってい

る者】 

 

 行政（県や市町村）に取り組んでほしい結婚支援としては、「結婚祝い金」（26.8％）が最も高く、以

下、「結婚や住宅に関する費用の貸与や補助」（24.8％）、「夫婦がともに働き続けられるような職場環境

の充実」（23.3％）、「安定した雇用機会の提供」（20.3％）と続く。 

 性・年代別にみると、男性 40 代では「公的な結婚相談所によるお相手紹介」（18.4％）、「結婚に関す

る悩み相談」（12.6％）をあげる割合が高い。 

女性 10・20 代では「若者の結婚を応援するようなＰＲ活動の実施」（12.6％）、女性 30 代では「結婚

祝い金」（35.3％）、女性 40 代では「年齢、収入、学歴等、自分の希望する条件に合う相手を検索でき

るデータマッチングシステムの導入」（22.4％）がそれぞれ高いのが特徴的である。 

 

 

  

n=

結婚祝
い金

結婚や
住宅に
関する
費用の
貸与や
補助

夫婦が
ともに働
き続けら
れるよう
な職場
環境の
充実

安定した
雇用機
会の提
供

各種イ
ベント等
による出
会いの
場の提
供

年齢、収
入、学歴
等、自分
の希望
する条
件に合う
相手を
検索で
きるデー
タマッチ
ングシス
テムの
導入

長時間
労働の
是正等
による
ワークラ
イフバラ
ンスの
推進

公的な
結婚相
談所に
よるお相
手紹介

結婚に
関する
悩み相
談

民間の
結婚相
談所や
インター
ネットサ
イトの登
録料・会
費の補
助

若者の
結婚を
応援す
るような
PR活動
の実施

交際に
あたって
のノウハ
ウを学
ぶセミ
ナーの
開催

その他 わからな
い

特にな
い

TOTAL 665 26.8 24.8 23.3 20.3 17.9 12.8 12.0 11.1 8.7 7.1 5.4 3.6 0.5 10.8 15.9

男性10・20代 55 23.6 14.5 20.0 18.2 12.7 10.9 9.1 9.1 7.3 1.8 9.1 3.6 0.0 20.0 16.4

男性30代 116 25.9 26.7 19.0 18.1 17.2 12.9 12.9 9.5 6.9 7.8 3.4 4.3 0.9 10.3 18.1

男性40代 174 19.5 20.1 17.8 14.4 19.0 13.2 9.2 18.4 12.6 9.8 1.7 4.0 1.1 12.6 17.8

女性10・20代 111 34.2 31.5 28.8 22.5 14.4 8.1 15.3 6.3 3.6 1.8 12.6 1.8 0.0 11.7 15.3

女性30代 133 35.3 27.8 30.1 26.3 18.8 11.3 16.5 6.0 10.5 9.0 6.0 4.5 0.0 6.0 12.8

女性40代 76 21.1 25.0 25.0 25.0 23.7 22.4 6.6 14.5 7.9 7.9 2.6 2.6 0.0 7.9 14.5

＊性年代

26.8
24.8

23.3

20.3

17.9

12.8 12.0
11.1

8.7
7.1

5.4
3.6

0.5

10.8

15.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0(%)
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（３）既婚者の結婚生活の状況 

問 12 結婚したときのご夫婦の年齢をお答えください。【回答者：既婚者】 

  

 結婚したときの夫の平均年齢は 32.8 歳、妻の平均年齢は 30.8 歳である。 

 

① 夫の年齢 

 
 

② 妻の年齢 

 

  

n=
平均値

TOTAL 1818 32.8

男性10・20代 24 24.9

男性30代 229 30.4

男性40代 536 34.4

女性10・20代 112 27.8

女性30代 485 32.1

女性40代 432 34.6

＊性年代

20歳未満 20代 30代 40代以上

0.4

4.2

0.4

0.9

0.4

0.5

41.3

95.8

44.1

38.4

71.4

38.1

36.1

37.3

55.5

28.0

22.3

48.0

33.1

21.0

33.6

5.4

13.4

30.3

(%)

n=
平均値

TOTAL 1818 30.8

男性10・20代 24 27.3

男性30代 229 29.7

男性40代 536 32.5

女性10・20代 112 24.9

女性30代 485 29.5

女性40代 432 32.4

＊性年代

20歳未満 20代 30代 40代以上

1.0

8.3

0.9

0.7

4.5

0.8

0.5

53.1

66.7

54.6

47.8

95.5

53.0

47.5

31.5

25.0

40.2

26.7

46.2

24.8

14.4

4.4

24.8

27.3

(%)
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問 13 あなた方ご夫婦はどのようなきっかけで知り合いましたか。（回答は１つ）【回答者：既婚者】

  

 夫婦が知り合ったきっかけは、「職場や仕事の関係で」（36.6％）が最も高く、以下、「友人やきょう

だいを通じて」（22.8％）、「学校で」（10.5％）と続く。 

 性・年代別にみると、男性 40 代では「見合いで（親戚や上役などの紹介も含む）」（5.0％）、「街なか

や旅先で」（4.9％）がきっかけである割合が高い。 

一方、女性 10・20 代では「インターネットサイトやＳＮＳで」（12.5％）や「アルバイトで」（10.7％）、

女性 40 代では「見合いで（親戚や上役などの紹介も含む）」（5.6％）、「結婚相談所で」（3.7％）がきっ

かけである割合が高い。 

 

 

 

  

n=

職場や
仕事の
関係で

友人や
きょうだ
いを通じ
て

学校で インター
ネットサ
イトや
SNSで

アルバイ
トで

学校以
外の
サーク
ル活動
やクラブ
活動、習
い事で

見合い
で（親戚
や上役
などの
紹介も
含む）

街なか
や旅先
で

婚活イ
ベントで

結婚相
談所で

幼なじ
み、隣人
関係

地域の
イベント
で

その他

TOTAL 1818 36.6 22.8 10.5 5.8 4.5 3.5 3.5 3.1 1.8 1.8 1.5 1.4 3.2

男性10・20代 24 29.2 16.7 16.7 8.3 12.5 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0

男性30代 229 38.9 22.3 9.6 6.1 4.8 4.8 1.3 1.7 2.2 0.9 1.3 2.2 3.9

男性40代 536 37.5 22.0 9.3 4.3 3.2 3.4 5.0 4.9 1.7 1.1 1.9 2.6 3.2

女性10・20代 112 25.0 24.1 15.2 12.5 10.7 3.6 0.0 2.7 1.8 0.0 3.6 0.0 0.9

女性30代 485 35.3 26.0 11.8 7.2 3.9 2.5 2.1 2.1 2.3 1.6 0.6 0.8 3.9

女性40代 432 39.4 20.6 9.3 3.9 4.4 4.2 5.6 3.2 1.4 3.7 0.9 0.7 2.8

＊性年代

36.6

22.8

10.5

5.8
4.5 3.5 3.5 3.1

1.8 1.8 1.5 1.4
3.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0(%)
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問 14 あなた方ご夫婦が、最終的に結婚を決めたときの直接のきっかけは何ですか。（回答は２つま

で） 【回答者：既婚者】 

 

 最終的に結婚を決めた直接のきっかけは、「年齢的に適当な時期だと感じた」が 54.6％と最も高く、

以下、「できるだけ早く一緒に暮らしたかった」（23.3％）、「子どもができた」（13.9％）と続く。 

 性・年代別にみると、男性 40 代は「できるだけ早く一緒に暮らしたかった」（28.4％）と回答する割

合が高い。女性 10・20 代では年齢を理由とする割合は低い一方、「子どもができた」（36.6％）ことを

きっかけとしてあげる割合が顕著に高い。また、女性 30 代でも「子どもができた」（16.9％）、「できる

だけ早く子どもがほしかった」（10.1％）といった子どもに関する理由をあげる割合が高くなっている。 

 

 

 

  

n=

年齢的に
適当な時
期だと感
じた

できるだ
け早く一
緒に暮ら
したかっ
た

子どもが
できた

自分また
は相手
の仕事
の事情

できるだ
け早く子
どもがほ
しかった

親や周
囲のすす
め

友人や
同世代
の人たち
の結婚

結婚生
活を送る
ために必
要な収入
の目途
が立っ
た、また
は結婚
資金が
用意でき
た

その他

TOTAL 1818 54.6 23.3 13.9 6.4 6.3 4.8 4.4 2.9 3.6

男性10・20代 24 50.0 20.8 20.8 0.0 8.3 4.2 4.2 20.8 4.2

男性30代 229 59.4 21.4 10.9 7.0 6.1 2.6 4.4 3.1 3.5

男性40代 536 56.3 28.4 8.8 6.7 4.3 6.2 3.9 2.4 1.7

女性10・20代 112 38.4 22.3 36.6 8.0 4.5 3.6 3.6 2.7 5.4

女性30代 485 54.0 20.8 16.9 6.8 10.1 4.3 4.1 3.3 3.5

女性40代 432 55.1 21.1 12.3 5.3 5.1 5.3 5.6 2.1 5.8

＊性年代

54.6

23.3

13.9

6.4 6.3
4.8 4.4

2.9 3.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0(%)
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 結婚時の本人の年齢別にみると、いずれの年代でも「年齢的に適当な時期だと感じた」ことが直接の

きっかけとなっており、特に 30 代（61.2％）で高い割合である。また、30 代は「できるだけ早く子ど

もがほしかった」（8.7％）をあげる割合も他の年代より高い。 

 一方、10・20 代では「できるだけ早く子どもがほしかった」（4.9％）の割合は低く、「子どもができ

た」（17.5％）の割合が高い。 

 

 

 

  

n=

年齢的に
適当な時
期だと感
じた

できるだ
け早く一
緒に暮ら
したかっ
た

子どもが
できた

自分また
は相手
の仕事
の事情

できるだ
け早く子
どもがほ
しかった

親や周
囲のすす
め

友人や
同世代
の人たち
の結婚

結婚生
活を送る
ために必
要な収入
の目途
が立っ
た、また
は結婚
資金が
用意でき
た

その他

TOTAL 1818 54.6 23.3 13.9 6.4 6.3 4.8 4.4 2.9 3.6

10・20代 912 51.6 23.6 17.5 7.0 4.9 4.9 4.2 3.6 3.2

30代 608 61.2 20.9 10.9 6.3 8.7 4.3 4.8 1.8 3.5

40代 298 50.3 27.2 9.1 5.0 5.7 5.7 4.4 3.0 5.4

結婚時の年
齢

54.6

23.3

13.9

6.4 6.3
4.8 4.4

2.9 3.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0(%)
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問 15 結婚してよかったことは何ですか。（回答はいくつでも） 【回答者：既婚者】 

 

 結婚してよかったことは、「自分の子どもや家族をもてる」（66.4％）が最も高く、以下、「愛情

を感じている人と暮らせる」（43.7％）、「精神的なやすらぎの場が得られる」（43.2％）、「親を安心

させたり周囲の期待にこたえられたりする」（33.3％）と続く。 

 性・年代別にみると、男性 40 代では「社会的信用を得たり周囲と対等になれたりする」（23.7％）、

「生活上便利になる」（20.3％）ことをよかったと考える割合が高い。 

女性 10・20 代、30 代では「自分の子どもや家族をもてる」（30 代：74.8％）、「愛情を感じてい

る人と暮らせる」（10・20 代：58.9％）、「親から独立できる」（10・20 代：21.4％、30 代：16.7％）

といった家族に関する項目の割合が高い。 

また、「経済的に余裕がもてる」という経済面については男性よりも女性の方がよかったと考え

る割合が高く、いずれの年代でも２割弱である（10・20 代：17.0％、30 代：15.5％、40 代：18.5％）。 

 

 

  

n=

自分の
子どもや
家族をも
てる

愛情を感
じている
人と暮ら
せる

精神的な
やすらぎ
の場が
得られる

親を安心
させたり
周囲の
期待にこ
たえられ
たりする

社会的
信用を得
たり周囲
と対等に
なれたり
する

生活上
便利にな
る

親から独
立できる

経済的に
余裕がも
てる

その他 思い浮か
ぶものは
ない

TOTAL 1818 66.4 43.7 43.2 33.3 18.0 16.6 13.0 12.8 1.3 4.9

男性10・20代 24 54.2 75.0 50.0 29.2 12.5 29.2 8.3 4.2 0.0 4.2

男性30代 229 67.2 41.5 45.0 31.0 18.8 14.8 5.7 6.6 1.7 8.3

男性40代 536 64.2 42.5 46.6 31.2 23.7 20.3 10.1 7.8 0.2 3.4

女性10・20代 112 72.3 58.9 46.4 30.4 7.1 15.2 21.4 17.0 1.8 3.6

女性30代 485 74.8 46.0 42.3 34.2 17.1 14.8 16.7 15.5 1.9 3.1

女性40代 432 58.3 38.2 38.0 37.3 14.8 14.6 14.4 18.5 1.6 7.4

＊性年代

66.4

43.7 43.2

33.3

18.0 16.6
13.0 12.8

1.3
4.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(%)



25 

（４）働き方に関する現状 

問 16 あなたのおつとめの状況をお答えください。結婚されている方（事実婚を含む）は、配偶者（パ

ートナー）についてもお答えください。（回答は１つ） 

 

 回答者自身の就労状況を性・年代別にみると、男性の場合、30 代、40 代では「正規の社員・職員」

が８割弱（30 代：75.5％、40 代：76.6％）を占めるが、10・20 代では 65.8％とやや低い割合である。 

一方女性の場合、10・20 代では「正規の社員・職員」が 37.4％であるのに対し、30 代、40 代は３割

弱（30 代：28.7％、40 代：29.6％）にとどまり、「パート・アルバイト」（30 代：29.1％、40 代：38.1％）

の割合が高い。 

 

① あなた自身の状況 

 

  

n=

正規の社

員・職員

パート・ア

ルバイト

無職・家事 派遣・嘱

託・契約社

員

自営業主・

家族従業

員

学生 その他

TOTAL 3017 51.2 18.6 14.8 6.7 6.4 1.4 0.9

男性10・20代 111 65.8 12.6 3.6 3.6 1.8 11.7 0.9

男性30代 404 75.5 5.9 4.2 5.7 7.9 0.0 0.7

男性40代 876 76.6 3.2 3.7 5.1 11.0 0.0 0.5

女性10・20代 273 37.4 16.1 27.5 7.7 1.8 9.5 0.0

女性30代 712 28.7 29.1 29.5 7.2 3.5 0.3 1.8

女性40代 641 29.6 38.1 17.0 9.0 5.3 0.0 0.9

＊性年代

51.2

18.6
14.8

6.7 6.4

1.4 0.9
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0(%)
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 配偶者の就労状況は、男性回答者の配偶者の場合「パート・アルバイト」または「無職・家事」の割

合が高く、女性回答者の配偶者の場合、いずれの年代でも「正規の社員・職員」が８割以上（10・20 代：

92.9％、30 代：86.6％、40 代：83.3％）を占める。 

 

② 配偶者の状況（既婚者のみ） 

  

 

  

n=

正規の社

員・職員

パート・ア

ルバイト

無職・家事 自営業主・

家族従業

員

派遣・嘱

託・契約社

員

学生 その他

TOTAL 1818 61.1 16.4 12.1 6.1 4.0 0.1 0.2

男性10・20代 24 29.2 12.5 50.0 0.0 8.3 0.0 0.0

男性30代 229 30.1 27.9 33.2 3.1 5.2 0.4 0.0

男性40代 536 28.2 40.7 21.8 3.7 5.6 0.0 0.0

女性10・20代 112 92.9 0.9 0.9 3.6 1.8 0.0 0.0

女性30代 485 86.6 0.6 1.0 8.9 2.9 0.0 0.0

女性40代 432 83.3 2.3 2.1 8.6 3.0 0.0 0.7

＊性年代

61.1

16.4
12.1

6.1
4.0

0.1 0.2
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(%)
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 性・婚姻状況別にみると、現在結婚（事実婚を含む）している男性は「正規の社員・職員」（88.0％）

の割合が高く、結婚したことはない男性は「派遣・嘱託・契約社員」（10.0％）、「パート・アルバイト」

（9.6％）、「無職・家事」（8.0％）と、正規の社員・職員以外の割合が高い。 

 女性においては、現在結婚（事実婚を含む）している場合、「パート・アルバイト」（33.5％）や 

「無職・家事」（32.8％）の割合が高い。結婚したことはない女性は「正規の社員・職員」（48.0％）の

割合が高く、「パート・アルバイト」（20.5％）の割合が低い。 

 

① 男性・婚姻状況別 

  

 

② 女性・婚姻状況別 

  

  

n=

正規の社

員・職員

自営業主・

家族従業

員

派遣・嘱

託・契約社

員

パート・ア

ルバイト

無職・家事 学生 その他

TOTAL 1391 75.4 9.3 5.2 4.7 3.8 0.9 0.6

現在、結婚（事実婚を含む）している 789 88.0 7.9 1.6 1.4 1.1 0.0 0.0

結婚していたが、現在は離・死別した 92 70.7 10.9 8.7 6.5 3.3 0.0 0.0

結婚したことはない 510 56.9 11.4 10.0 9.6 8.0 2.5 1.6

Q4　あなたの現

在の婚姻状況を

お答えください。

（回答は1つ）

75.4

9.3
5.2 4.7 3.8

0.9 0.6
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0(%)

n=

正規の社

員・職員

パート・ア

ルバイト

無職・家事 派遣・嘱

託・契約社

員

自営業主・

家族従業

員

学生 その他

TOTAL 1626 30.5 30.4 24.2 8.0 3.9 1.7 1.2

現在、結婚（事実婚を含む）している 1029 22.8 33.5 32.8 5.4 3.8 0.1 1.5

結婚していたが、現在は離・死別した 153 31.4 38.6 10.5 12.4 5.2 0.7 1.3

結婚したことはない 444 48.0 20.5 9.0 12.4 3.8 5.9 0.5

Q4　あなたの現

在の婚姻状況を

お答えください。

（回答は1つ）

30.5 30.4

24.2

8.0

3.9
1.7 1.2

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0(%)
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問 17 差し支えなければ、あなたの昨年の収入（年収）をお答えください。結婚されている方は、配

偶者（パートナー）の収入（年収）もお答えください。（回答は１つ） 【回答者：有職者】 

 

 回答者自身の年収は、「100 万円台」（13.7％）、「200 万円台」（16.0％）、「300 万円台」（18.1％）、「400

万円台」（15.1％）、「500 万円台」（11.3％）がそれぞれ１割台である。男性の方が年収が高く、女性は

200 万円台以下が 7割程度を占めている。 

 

① あなた自身の状況（「覚えていない・答えたくない」を除く） 

 

 

② 配偶者の状況（既婚者のみ。「覚えていない・答えたくない」を除く）  
  

n=

TOTAL 1751

男性10・20代 72

男性30代 292

男性40代 593

女性10・20代 114

女性30代 324

女性40代 356

＊性年代

なし 1～99万円 100万円台 200万円台 300万円台

400万円台 500万円台 600万円台 700万円台 800万円台以上

1.7

0.3

4.4

4.9

2.0

9.8

4.2

0.7

0.8

15.8

21.6

20.8

13.7

12.5

3.1

3.2

13.2

25.3

29.8

16.0

19.4

12.3

8.6

36.0

18.8

21.6

18.1

36.1

21.6

19.9

21.1

13.9

11.5

15.1

16.7

27.1

20.2

6.1

8.3

5.6

11.3

5.6

20.2

16.9

3.5

4.3

4.5

7.3

2.8

9.2

14.0

2.2

2.2

3.5

2.4

8.3

0.3

1.1

3.5

2.8

3.4

7.8

0.3

0.8

(%)

n=

TOTAL 990

男性10・20代 10

男性30代 110

男性40代 278

女性10・20代 73

女性30代 295

女性40代 224

＊性年代

なし 1～99万円 100万円台 200万円台 300万円台

400万円台 500万円台 600万円台 700万円台 800万円台以上

1.9

10.0

1.8

3.4

2.7

10.9

20.0

24.5

24.5

5.5

1.7

0.9

14.7

10.0

30.9

35.6

1.4

2.4

1.8

10.9

30.0

10.9

11.9

20.5

10.5

6.3

18.2

10.0

14.5

11.2

35.6

24.4

15.2

15.6

10.0

6.4

7.6

20.5

23.1

18.8

12.8

10.0

9.1

4.7

11.0

16.3

21.0

6.7

1.8

1.4

4.1

9.8

12.5

4.2

1.8

1.4

4.7

9.8

4.0

1.4

3.7

11.2

(%)
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 夫婦の働き方別に合計年収（概算）をみると、共働き家庭（どちらも正規社員・職員）では「800 万

円台以上」の世帯が 46.7％を占めている。一方、非正規雇用または自営業と専業主婦（夫）の家庭では

年収は低い傾向にあり、200 万円台以下の世帯が 41.2％となっている。 

 

＜「既婚者」の場合＞ 

 

※夫婦の合計年収は問 17 の「あなたご自身の年収」と「あなたの配偶者の年収」を合計して、概算と

して算出している。本調査においては「～万円台」という選択肢で聴取しているため、実際の合計年収

とは異なる。 

 算出例）あなたご自身の年収：300 万円台、あなたの配偶者の年収：200 万円台 ＝ 合計年収 500

万円台とする。実際には 600 万円台の可能性がある。 

     また、いずれかの年収が「覚えていない・答えたくない」と回答されていた場合は「合計不

明」としている。 

 

  

n=

TOTAL 1300

共働き家庭（どちらも正規社員・職員） 272

共働き家庭（正規社員・職員と非正規

雇用）
513

共働き家庭（上記以外の組み合わせ） 114

正規社員・職員と専業主婦（夫）の家庭 346

非正規雇用または自営業と専業主婦

（夫）の家庭
34

その他 21

＊夫婦の働き方

200万円台以下 300万円台 400万円台 500万円台 600万円台 700万円台 800万円台以上 合計不明

7.6

0.4

2.5

11.4

13.9

41.2

47.6

11.8

2.2

10.3

9.6

19.7

29.4

23.8

13.0

4.0

14.0

18.4

17.1

8.8

14.3

15.4

6.6

18.7

7.9

21.1

8.8

4.8

14.5

14.7

17.5

14.9

11.3

2.9

9.5

8.8

12.1

9.2

7.0

7.2

2.9

18.3

46.7

11.1

15.8

9.8

5.9

10.6

13.2

16.6

14.9

(%)
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問 18 女性：育児と仕事との関係で、あなたの理想の生き方はどれですか。 

男性：育児と仕事との関係で、あなたが理想とする配偶者・パートナーの生き方は次のどれで

すか。（配偶者・パートナーがいない方は、いると仮定してお答えください。）（回答は１つ）

 

 育児と仕事との関係で、女性が理想とする生き方は「出産するが、子どもの成長に応じて働き方を変

えていく」（43.9％）が４割を占め、次いで「出産を機に、いったん退職するが、子どもの手が離れた

ら働く」（17.1％）、「出産するが、子どもの成長に関係なく働き続ける」（10.5％）となっている。 

 性・婚姻状況別にみると、男女ともに現在、結婚（事実婚を含む）している人では「出産はするが、

子どもの成長に応じて働き方を変えていく」が 49.6％と半数を占める。結婚したことはない人の場合、

「出産はするが、子どもの成長に応じて働き方を変えていく」や「出産を機に、いったん退職するが、

子どもの手が離れたら働く」の割合は低く、「結婚も出産もせず、働き続ける」、「結婚はするが、出産

しないで働き続ける」、あるいは「わからない」という回答割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

また、希望出生率の算出根拠となる「女性 18-34 歳」では、「出産するが、子どもの成長に応じて働

き方を変えていく」（49.4％）が半数を占め、次いで「出産を機に、いったん退職するが、子どもの手

が離れたら働く」（18.9％）となっている。 

 

＜女性 18-34 歳の場合＞（希望出生率の算出根拠） 

 

 

  

n=

TOTAL 3017

■男性　計 1391

現在、結婚（事実婚を含む）している 789

結婚していたが、現在は離・死別した 92

結婚したことはない 510

■女性　計 1626

現在、結婚（事実婚を含む）している 1029

結婚していたが、現在は離・死別した 153

結婚したことはない 444

＊性別×

婚姻状況

結婚も出産もせず、働き続ける 結婚はするが、出産しないで働き続ける

出産するが、子どもの成長に関係なく働き続ける 出産するが、子どもの成長に応じて働き方を変えていく

出産を機に、いったん退職するが、子どもの手が離れたら働く 出産退職後は、育児に専念する

出産の有無に関係なく、結婚後働かない その他

わからない

1.5

2.8

1.0

2.6

7.0

3.8

3.8

2.0

8.7

5.7

3.8

2.2

3.9

7.2

10.5

11.9

14.2

9.8

8.8

9.2

9.5

11.8

7.7

43.9

43.6

49.6

35.9

35.7

44.1

49.6

38.6

33.3

17.1

15.1

19.4

13.0

8.8

18.9

22.6

15.7

11.3

3.5

2.7

3.5

3.3

1.2

4.3

4.2

3.9

4.7

2.4

1.2

1.0

3.3

1.0

3.4

3.7

2.6

2.9

0.5

0.7

0.8

1.1

0.6

0.2

0.4

16.9

21.1

9.5

25.0

38.2

13.3

6.8

20.9

25.9

(%)

n=

女性18-34歳 609

結婚も出産もせず、働き続ける 結婚はするが、出産しないで働き続ける

出産するが、子どもの成長に関係なく働き続ける 出産するが、子どもの成長に応じて働き方を変えていく

出産を機に、いったん退職するが、子どもの手が離れたら働く 出産退職後は、育児に専念する

出産の有無に関係なく、結婚後働かない その他

わからない

2.0
3.1 9.9 49.4 18.9 3.1 3.4

0.210.0

(%)
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 夫婦の働き方別にみると、「出産はするが、子どもの成長に応じて働き方を変えていく」の割合が

49.6％と半数を占める。共働き家庭（どちらも正規社員・職員）の場合には「出産するが、子どもの成

長に関係なく働き続ける」との考えが 27.6％と他に比べて高い。また、正規社員・職員と専業主婦（夫）

の家庭や非正規雇用または自営業と専業主婦（夫）の家庭では「出産を機に、いったん退職するが、子

どもの手が離れたら働く」との考えが３割（正規社員・職員と専業主婦（夫）の家庭：30.1％、非正規

雇用または自営業と専業主婦（夫）の家庭：29.1％）となっている 

 

＜既婚者」の夫婦の働き方別＞ 

n=

TOTAL 1818

共働き家庭（どちらも正規社員・職員） 402

共働き家庭（正規社員・職員と非正規

雇用）
667

共働き家庭（上記以外の組み合わせ） 169

正規社員・職員と専業主婦（夫）の家庭 499

非正規雇用または自営業と専業主婦

（夫）の家庭
55

その他 26

＊夫婦の働き方

結婚も出産もせず、働き続ける 結婚はするが、出産しないで働き続ける

出産するが、子どもの成長に関係なく働き続ける 出産するが、子どもの成長に応じて働き方を変えていく

出産を機に、いったん退職するが、子どもの手が離れたら働く 出産退職後は、育児に専念する

出産の有無に関係なく、結婚後働かない その他

わからない

0.6

0.7

0.9

0.2

2.1

4.0

2.1

3.6

0.4

1.8

11.6

27.6

7.9

13.6

3.6

5.5

7.7

49.6

48.8

56.5

49.1

42.1

47.3

34.6

21.2

10.2

21.3

17.2

30.1

29.1

30.8

3.9

1.5

2.7

1.8

8.0

1.8

11.5

2.5

0.2

2.2

2.4

4.8

1.8

3.8

0.6

0.1

1.6

3.8

8.0

7.0

6.1

12.4

9.2

12.7

7.7

(%)
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（５）出産や子育てに関する意識と現状 
問 19 お子さんの人数についてうかがいます。以下のそれぞれにあてはまる人数をご記入ください。

 

＜「既婚者」の場合＞ 

 現在の子どもの数は、２人が 38.0％、１人が 25.3％、0人が 21.1％、３人が 13.8％、平均すると 1.50

人である。 

 理想の子どもの数は、２人が 47.3％、３人が 37.2％、１人が 4.1％、平均すると 2.38 人である。 

 実際にもつつもり（予定）の子どもの数は、理想の数より３人の割合が低くなる一方、１人の割合が

高く、２人が 49.4％、３人が 19.0％、１人が 17.8％、平均すると 1.86 人である。 

 

① 現在の子どもの数・合計（既婚者） 

 

 

 

 なお、平成 27～29 年度調査（今回調査）までの経年変化は以下のとおりである。平成 27 年度調査か

ら３年間概ね同程度で推移している。 

 

※全国の値は「第 15 回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）」（国立社会保障・

人口問題研究所）より出典 

  

n=

平均値

現在の子どもの数 1818 1.50

理想の子どもの数 1818 2.38

実際にもつつもり（予定）の子どもの数 1818 1.86

既婚者TOTAL

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上

21.1 

5.1 

10.7 

25.3 

4.1 

17.8 

38.0 

47.3 

49.4 

13.8 

37.2 

19.0 

1.8 

4.6 

2.8 

0.1 

1.8 

0.2 

(%)

平成27年度調査 平成28年度調査
平成29年度調査

（今回調査）

（参考）

全国 平成27年度

2.44 
2.37 2.38 2.32 

1.91 1.85 1.86 
2.01 

1.46 1.47 1.50 

1.68 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0 理想の子どもの数 実際にもつつもり（予定）の子どもの数 現在の子どもの数
(人)
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 既婚者の性・年代別にみた理想の子どもの数、実際にもつつもり（予定）の子どもの数は以下のとお

りである。 

 理想の子どもの数については性・年代別に大きな差が見られない一方、実際に持つつもり（予定）の

子どもの数については、女性の方が男性よりも少ない傾向がみられる。 

 

① -１ 性・年代別 

 

 

  

n=
平均値

男性10・20代 24 0.83

男性30代 229 1.50

男性40代 536 1.62

女性10・20代 112 0.95

女性30代 485 1.51

女性40代 432 1.51

男性10・20代 24 2.88

男性30代 229 2.38

男性40代 536 2.34

女性10・20代 112 2.50

女性30代 485 2.48

女性40代 432 2.24

男性10・20代 24 2.13

男性30代 229 2.08

男性40代 536 1.83

女性10・20代 112 1.92

女性30代 485 1.98

女性40代 432 1.61

現在の子どもの数

理想の子どもの数

実際にもつつもり（予定）の

子どもの数

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上

50.0 

21.0 

15.7 

41.1 

18.4 

24.3 

4.8 

5.0 

3.6 

2.7 

8.6 

8.3 

7.0 

10.3 

8.9 

5.4 

19.9 

20.8 

27.5 

25.4 

27.7 

29.3 

19.2 

3.1 

5.2 

0.9 

3.5 

5.1 

8.3 

10.9 

20.9 

12.5 

16.7 

20.8 

25.0 

34.1 

42.0 

26.8 

37.1 

39.6 

33.3 

49.3 

48.9 

47.3 

45.2 

47.5 

58.3 

54.1 

47.6 

57.1 

55.3 

40.3 

4.2 

15.3 

14.9 

4.5 

13.4 

15.0 

54.2 

36.7 

34.7 

39.3 

41.6 

34.0 

12.5 

23.1 

18.5 

20.5 

19.8 

16.7 

2.2 

2.1 

1.9 

1.6 

4.2 

5.2 

3.7 

8.0 

6.0 

2.8 

12.5 

4.4 

2.8 

0.9 

2.7 

1.9 

0.2 

8.3 

0.9 

2.4 

0.9 

1.0 

2.1 

0.4 

0.2 

0.5 

(%)
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① -２ 夫婦の働き方別 

夫婦の働き方別にみると、現在の子どもの数は共働き家庭でやや多い。理想の子どもの数については、

夫婦の働き方別による大きな差は見られない。 

実際にもつつもり（予定）の子どもの数についても、夫婦の働き方別による大きな差は見られない。 

 

n=

平均値

共働き家庭（どちらも正規社員・職員） 402 1.36

共働き家庭（正規社員・職員と非正規

雇用）
667 1.63

共働き家庭（上記以外の組み合わせ） 169 1.62

正規社員・職員と専業主婦（夫）の家庭 499 1.42

非正規雇用または自営業と専業主婦

（夫）の家庭
55 1.27

その他 26 1.73

共働き家庭（どちらも正規社員・職員） 402 2.33

共働き家庭（正規社員・職員と非正規

雇用）
667 2.36

共働き家庭（上記以外の組み合わせ） 169 2.46

正規社員・職員と専業主婦（夫）の家庭 499 2.40

非正規雇用または自営業と専業主婦

（夫）の家庭
55 2.31

その他 26 2.46

共働き家庭（どちらも正規社員・職員） 402 1.85

共働き家庭（正規社員・職員と非正規

雇用）
667 1.86

共働き家庭（上記以外の組み合わせ） 169 1.80

正規社員・職員と専業主婦（夫）の家庭 499 1.89

非正規雇用または自営業と専業主婦

（夫）の家庭
55 1.75

その他 26 1.92

理想の子どもの数

実際にもつつもり（予定）の

子どもの数

現在の子どもの数

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上

26.9 

17.1 

23.1 

21.2 

23.6 

15.4 

6.0 

4.5 

5.3 

4.8 

5.5 

7.7 

11.4 

9.4 

17.2 

9.6 

9.1 

15.4 

25.9 

21.4 

16.6 

31.5 

36.4 

30.8 

5.0 

3.6 

3.0 

4.2 

5.5 

7.7 

17.2 

17.5 

14.8 

18.4 

29.1 

19.2 

33.3 

44.5 

39.6 

33.9 

29.1 

26.9 

46.3 

49.6 

43.2 

46.7 

50.9 

34.6 

50.0 

52.3 

42.0 

49.5 

41.8 

30.8 

12.4 

15.7 

17.2 

11.2 

10.9 

19.2 

37.3 

37.0 

40.2 

37.3 

29.1 

34.6 

18.4 

18.7 

22.5 

18.4 

18.2 

26.9 

1.2 

1.2 

3.6 

2.2 

7.7 

4.0 

4.0 

5.3 

4.6 

9.1 

11.5 

2.2 

1.9 

3.6 

3.8 

1.8 

7.7 

0.2 

1.5 

1.2 

3.0 

2.4 

3.8 

0.7 

0.2 

(%)
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＜「独身者」の場合＞ 

独身者の性・年代別及び雇用形態別にみた理想の子どもの数、実際にもつつもり（予定）の子どもの

数は以下のとおりである。 

理想の子どもの数は２人と回答する割合が高い一方、実際に持つつもり（予定）の子どもの数は０人

と回答する割合が、既婚者に比べ顕著に高い。 

 また、理想の子どもの数は、実際に持つつもり（予定）の子どもの数と比較すると、３人の割合が低

く、０人または１人の割合が高くなっている。 

 

② -１ 性・年代別 

 

 

② -２ 雇用形態別 

 

 

n=
平均値

男性10・20代 56 2.07

男性30代 122 2.05

男性40代 182 1.85

女性10・20代 123 2.16

女性30代 145 1.94

女性40代 82 1.90

男性10・20代 56 0.96

男性30代 122 1.32

男性40代 182 1.10

女性10・20代 123 1.50

女性30代 145 1.21

女性40代 82 0.95

理想の子どもの数

実際にもつつもり（予定）の

子どもの数

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上

12.5 

10.7 

17.0 

7.3 

15.9 

17.1 

51.8 

35.2 

42.9 

31.7 

37.2 

47.6 

5.4 

5.7 

7.1 

2.4 

5.5 

9.8 

7.1 

9.0 

12.6 

4.9 

15.9 

18.3 

51.8 

55.7 

52.7 

61.8 

52.4 

43.9 

33.9 

45.1 

37.4 

49.6 

38.6 

25.6 

25.0 

24.6 

20.9 

25.2 

22.8 

25.6 

7.1 

9.8 

6.0 

11.4 

6.9 

8.5 

3.6 

2.5 

1.1 

1.6 

2.1 

2.4 

0.8 

1.1 

0.8 

1.8 

0.8 

1.1 

1.6 

1.4 

1.2 

1.6 

1.4 

(%)

n=
平均値

正規の社員・職員 407 2.08

パート・アルバイト 102 1.91

派遣・嘱託・契約社員 76 1.67

自営業主・家族従業員 52 1.88

無職・家事 37 1.81

学生 27 2.30

その他 9 1.22

正規の社員・職員 407 1.30

パート・アルバイト 102 1.06

派遣・嘱託・契約社員 76 1.01

自営業主・家族従業員 52 1.13

無職・家事 37 1.30

学生 27 0.93

その他 9 0.56

理想の子どもの数

実際にもつつもり（予定）の

子どもの数

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上

9.6 

15.7 

25.0 

19.2 

16.2 

11.1 

44.4 

35.4 

44.1 

44.7 

48.1 

35.1 

55.6 

66.7 

5.4 

7.8 

6.6 

3.8 

8.1 

7.4 

10.1 

15.7 

17.1 

7.7 

13.5 

7.4 

11.1 

57.0 

52.0 

50.0 

48.1 

54.1 

33.3 

44.4 

45.7 

32.4 

31.6 

26.9 

37.8 

25.9 

22.2 

24.8 

20.6 

14.5 

26.9 

21.6 

40.7 

11.1 

7.4 

6.9 

5.3 

17.3 

13.5 

11.1 

2.0 

2.0 

2.6 

1.9 

3.7 

0.7 

1.3 

1.2 

2.0 

1.3 

3.7 

0.7 

1.0 

(%)
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＜女性 18-34 歳の場合＞（希望出生率の算出根拠） 

 

理想の子どもの数は、希望出生率の算出根拠となる「女性 18-34 歳」では、２人が 58.9％、３人が

25.4％、平均 2.13 人であった。 

実際に持つつもり（予定）の子どもの数は、２人が 46.4％、３人が 9.6％、平均 1.40 人であった。 

 

 

 

＜「子どもが１人以上いる者」の場合＞ 

 

親からの子育て支援の状況別にみると、いずれかの親から子育ての手助けが日常的・ひんぱんにあっ

た人、または子育ての手助けがときどきあった人の方が、３人と回答する割合が高い。 

子どもが３歳になるまでの期間における親との同居有無別にみると、いずれの子どもの数も同居して

いた者の方がやや多いものの、大きな差はみられない。 

 

③ -１ 親からの子育て支援別 

 

※親からの子育て支援は、問 28 の回答をもとに分類した。いずれかの親から「日常的にあった」また

は「ひんぱんにあった」場合には「子育ての手助けが日常的・ひんぱんにあった」、いずれかの親か

ら「ときどきあった」場合には「子育ての手助けがときどきあった」、いずれの親からも「ほとんど

なかった」、または親がいなかった場合には「子育ての手助けがほとんどなかった」としている。 

 

③ -２ 親との同居有無別 

 

※親との同居の有無は、問 27 の回答をもとに分類した。いずれかの親と同居していた場合には「同居

していた」、いずれの親とも同居していなかった場合には「誰とも同居していなかった」としている。

n=
平均値

理想の子どもの数 209 2.13

実際にもつつもり（予定）の子どもの数 209 1.40

女性18-34歳

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上

9.1

33.0

2.9

9.1

58.9

46.4

25.4

9.6

2.4

0.5

1.4

1.4

(%)

n=
平均値

子育ての手助けが日常的・ひんぱんに

あった
794 2.60

子育ての手助けがときどきあった 432 2.57

子育ての手助けがほとんどなかった 208 2.49

子育ての手助けが日常的・ひんぱんに

あった
794 2.14

子育ての手助けがときどきあった 432 2.13

子育ての手助けがほとんどなかった 208 2.10

理想の子どもの数

実際にもつつもり（予定）の

子どもの数

1人 2人 3人 4人 5人以上

2.0 

2.5 

7.2 

16.0 

19.4 

18.8 

44.1 

49.3 

51.4 

56.4 

53.2 

59.6 

48.0 

38.9 

29.8 

25.4 

22.2 

14.9 

3.9 

7.2 

8.7 

1.9 

5.1 

6.3 

2.0 

2.1 

2.9 

0.3 

0.5 

(%)

n=
平均値

同居していた 442 2.60

誰とも同居していなかった 1156 2.54

同居していた 442 2.12

誰とも同居していなかった 1156 2.09

理想の子どもの数

実際にもつつもり（予定）の

子どもの数

1人 2人 3人 4人 5人以上

2.9 

4.4 

19.2 

20.5 

44.3 

47.0 

52.9 

54.2 

45.7 

40.5 

24.4 

21.5 

3.6 

6.1 

2.9 

3.6 

3.4 

2.0 

0.5 

0.3 

(%)
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問 20 問 19 で、「実際に持つつもり（予定）の子どもの数」が、「理想の子どもの数」より少ない方

にうかがいます。 

持つつもりの子どもの数が、理想の子どもの数より少ないのはどうしてですか。あてはまる理

由をお答えください。（回答はいくつでも） 

【回答者：「実際に持つつもり（予定）の子どもの数」が、「理想の子どもの数」より少ない者（結

婚意向がない者を除く）】 

 

 実際に持つつもり（予定）の子どもの数が理想の子どもの数よりも少ない理由としては、「子育てや

教育にお金がかかりすぎるから」（44.1％）が最も高い。以下、「自分または配偶者（パートナー）の年

齢的理由から」（32.5％）、「健康面・体調面の理由から」（22.7％）と続く。 

 既婚者の理由をみると、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」（48.0％）、「自分または配偶者（パ

ートナー）の年齢的理由から」（34.7％）、「健康面・体調面の理由から」（26.9％）という上位３つの理

由は、いずれも全体でみた場合よりも高い割合となっている。 

 独身で結婚意向がある者についてみると、既婚者に比べ経済的、年齢的な理由をあげる割合が低く、

「特に理由はない」が 30.0％を占める。 

 

 

※グラフは TOTAL の順でソート（TOTAL の順でソート） 

 

  

n=

子育て
や教育
にお金
がかか
りすぎる
から

自分ま
たは配
偶者
（パート
ナー）の
年齢的
理由か
ら

健康面・
体調面
の理由
から

これ以
上、育児
の心理
的、肉体
的負担
に耐えら
れない
から

自分の
仕事（勤
めや家
業）に差
し支える
から

家族
（パート
ナー）が
望まない
から

自分や
夫婦の
生活を
大切にし
たいから

自分や
配偶者
（パート
ナー）の
定年退
職までに
成人して
ほしいか
ら

家が狭
いから

子どもが
のびの
び育つ
社会環
境では
ないから

家族
（パート
ナー）の
家事・育
児への
協力が
得られな
いから

その他 特に理
由はな
い

TOTAL 1076 44.1 32.5 22.7 12.8 8.8 7.2 6.4 6.4 5.7 5.2 4.8 7.5 15.0

既婚者 746 48.0 34.7 26.9 16.2 10.1 9.4 6.2 6.8 7.0 5.2 6.6 7.1 8.3

独身者・結婚意向あり 330 35.2 27.6 13.0 5.2 6.1 2.4 7.0 5.5 2.7 5.2 0.9 8.5 30.0

48.0

34.7

26.9

16.2

10.1 9.4
6.2 6.8 7.0

5.2 6.6 7.1 8.3

35.2

27.6

13.0

5.2
6.1

2.4

7.0
5.5

2.7
5.2

0.9

8.5

30.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0
既婚者 独身者・結婚意向あり TOTAL

(%)
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 既婚者の回答について３年間の推移を比較すると、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」とい

う経済的な理由は年々低下している。一方、「自分または配偶者（パートナー）の年齢的理由から」、「健

康面・体調面の理由から」、「これ以上、育児の心理的・肉体的負担に耐えられないから」という理由は

上昇傾向がみられる。 

 

 

※グラフは今回調査の順にソート 

 

※今回調査と前回調査の選択肢変更箇所 

平成 29 年度調査（今回調査） 平成 28 年度調査 平成 27 年度調査 

自分または配偶者（パートナー）の年

齢的理由から 

高年齢で出産や子育てをするのはい

やだから 

高年齢で出産や子育てをするのはい

やだから 

健康面・体調面の理由から 健康面・体調面の理由から 
健康上の理由から 

ほしいけれどもできないから 

これ以上、育児の心理的、肉体的負担

に耐えられないから 

これ以上、育児の心理的、肉体的負担

に耐えられないから 

これ以上、育児の負担に耐えられない

から 

家族（パートナー）の家事・育児への

協力が得られないから 

家族の家事・育児への協力が得られな

いから 

家族の家事・育児への協力が得られな

いから 

家族（パートナー）が望まないから 家族が望まないから 家族が望まないから 

自分や配偶者（パートナー）の定年退

職までに成人してほしいから 

自分や配偶者の定年退職までに成人

してほしいから 

自分や配偶者の定年退職までに成人

してほしいから 

 

  

n=

子育て

や教育

にお金

がかか

りすぎる

から

自分ま

たは配

偶者

（パート

ナー）の

年齢的

理由か

ら

健康面・

体調面

の理由

から

これ以

上、育児

の心理

的、肉体

的負担

に耐えら

れない

から

自分の

仕事（勤

めや家

業）に差

し支える

から

家族

（パート

ナー）が

望まない

から

家が狭

いから

自分や

配偶者

（パート

ナー）の

定年退

職までに

成人して

ほしいか

ら

家族

（パート

ナー）の

家事・育

児への

協力が

得られな

いから

自分や

夫婦の

生活を

大切にし

たいから

子どもが

のびの

び育つ

社会環

境では

ないから

その他 特に理

由はな

い

平成29年度調査（今回調査） 746 48.0 34.7 26.9 16.2 10.1 9.4 7.0 6.8 6.6 6.2 5.2 7.1 8.3

平成28年度調査 780 57.9 25.8 23.1 12.9 13.8 6.3 10.8 9.4 6.2 5.0 7.1 10.3 7.2

平成27年度調査 792 60.7 23.6 － 11.7 13.1 5.1 10.7 9.0 6.9 5.1 6.8 4.3 4.8

60.7

23.6

11.7

13.1

5.1

10.7 6.9

5.1
6.8

4.3 4.8

57.9

25.8

23.1

12.9
13.8

6.3

10.8

9.4
6.2

5.0
7.1 10.3

7.2

48.0

34.7

26.9

16.2

10.1
9.4 7.0

6.8

6.6
6.2

5.2
7.1

8.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0
平成27年度調査 平成28年度調査 平成29年度調査（今回調査）

(%)



39 

問 21 問 19 で理想の子どもの数が０と回答した人にうかがいます。 

子どもを希望しない理由、子どもを持たないかもしれないと思う理由は何ですか。 

（回答はいくつでも） 【回答者：「理想の子どもの数」を０人と回答した者（結婚意向がない者

を除く）】 

 

 子どもを希望しない理由、子どもを持たないかもしれないと思う理由は、「自分または配偶者（パー

トナー）の年齢的理由から」（19.0％）、「健康面・体調面の理由から」（16.9％）、「自分や夫婦の生活を

大切にしたいから」（15.3％）、「子育てや教育にお金がかかりそうだから」（14.3％）等が上位にあげら

れている。 

 既婚者の場合、「自分または配偶者（パートナー）の年齢的理由から」（23.9％）、「自分または配偶者

（パートナー）が子どもを望まないから」（20.7％）がそれぞれ２割を超えている。また、「自分または

配偶者（パートナー）が子どもが苦手だから」（16.3％）も結婚意向のある独身者に比べ高い割合であ

る。 

 

 

 

※グラフは TOTAL の順でソート（TOTAL の順でソート） 

 

  

n=

自分ま
たは配
偶者
（パー
ト
ナー）
の年齢
的理由
から

健康
面・体
調面の
理由か
ら

自分や
夫婦の
生活を
大切に
したい
から

子育て
や教育
にお金
がかか
りそう
だから

子育て
できる
か自信
がない
から

子ども
がいる
生活が
想像で
きない
から

責任が
重いと
感じる
から

自分ま
たは配
偶者
（パー
ト
ナー）
が子ど
もを望
まない
から

育児の
心理
的、肉
体的負
担に耐
えられ
ないか
ら

自分ま
たは配
偶者
（パー
ト
ナー）
が子ど
もが苦
手だか
ら

子ども
がのび
のび育
つ社会
環境で
はない
から

親の介
護が心
配だか
ら

自分の
仕事
（勤め
や家
業）に
差し支
えるか
ら

保育
サービ
スが充
実して
いそう
にない
から

家族の
家事・
育児へ
の協力
が得ら
れそう
にない
から

職場の
協力や
理解が
得られ
そうに
ないか
ら

家が狭
いから

その他 特に理
由はな
い

TOTAL 189 19.0 16.9 15.3 14.3 14.3 13.8 12.7 11.6 10.6 10.1 4.2 3.7 2.6 2.1 1.6 1.1 1.1 3.2 29.6

既婚者 92 23.9 18.5 17.4 17.4 15.2 13.0 12.0 20.7 10.9 16.3 5.4 1.1 2.2 2.2 1.1 2.2 2.2 2.2 25.0

独身者・結婚意向あり 97 14.4 15.5 13.4 11.3 13.4 14.4 13.4 3.1 10.3 4.1 3.1 6.2 3.1 2.1 2.1 0.0 0.0 4.1 34.0

23.9

18.5 17.4 17.4 15.2
13.0 12.0

20.7

10.9
16.3

5.4
1.1 2.2 2.2 1.1

2.2 2.2 2.2

25.0

14.4
15.5

13.4 11.3 13.4
14.4 13.4

3.1

10.3

4.1 3.1
6.2

3.1
2.1

2.1
0.0 0.0

4.1

34.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0
既婚者 独身者・結婚意向あり TOTAL

(%)
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問 22 お子さんをお持ちのすべての方にうかがいます。 

子育てしてよかったと思うことを選んでください。（回答はいくつでも） 【回答者：子ども

が１人以上いる者】 

 

 子育てしてよかったと思うことは、「家庭が明るくなる」（69.5％）が最も高く、以下、「自分も精神

的に成長する」（61.3％）、「子育てを通じて自分の視野が広がる」（59.4％）、「生活に張り合いができる」

（56.9％）と続く。 

 性・年代別にみると、男性 40 代では「生活に張り合いができる」（62.5％）と回答する割合が高い。

女性は人とのつながりができることをよかったと考える傾向がみられ、「親族や身近な人が喜ぶ」（10・

20 代：61.1％、30 代：60.1％）、「子育てを通じて友人が増える」（30 代：50.1％、40 代：54.2％）、「地

域とのつながりができる」（30 代：39.2％）といった項目の割合が、男性よりも高い。 

 

 

 

 

  

n=

家庭が
明るくな
る

自分も精
神的に成
長する

子育てを
通じて自
分の視
野が広
がる

生活に張
り合いが
できる

親族や
身近な人
が喜ぶ

子育てを
通じて友
人が増え
る

地域との
つながり
ができる

その他 思い浮か
ぶものは
ない

TOTAL 1598 69.5 61.3 59.4 56.9 46.2 40.9 35.0 1.8 3.3

男性10・20代 12 66.7 33.3 41.7 25.0 25.0 33.3 25.0 0.0 8.3

男性30代 188 72.9 57.4 56.9 53.7 47.9 25.0 27.7 2.1 4.3

男性40代 480 68.1 62.9 55.4 62.5 39.2 26.7 32.3 1.0 3.1

女性10・20代 72 75.0 58.3 59.7 45.8 61.1 47.2 30.6 1.4 5.6

女性30代 431 74.9 59.4 62.4 52.4 60.1 50.1 39.2 2.1 1.9

女性40代 415 63.1 64.3 62.7 59.3 37.3 54.2 38.1 2.4 4.1

＊性年代

69.5

61.3
59.4

56.9

46.2

40.9

35.0

1.8 3.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0(%)
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問 23 女性：１人目のお子さんを出産したときの仕事についてお答えください。 

男性：１人目のお子さんが産まれた時の配偶者・パートナーの仕事についてお答えください。

（回答は１つ） 【回答者：子どもが１人以上いる者】 

 

 １人目の子どもを出産したときの仕事の状況としては、「妊娠～子どもが１歳になる前の間に退職し

た」が 41.7％と最も高く、「育児休業を取得し、継続して働いた（働いている、または働く予定である）」

が 24.3％、「妊娠前から無職だった」が 21.6％となっている。仕事を継続したのは 29.0％、退職したの

は 43.2％である。 

  

 

 

問 24 仕事を辞めた方にうかがいます。 

１人目のお子さんの妊娠・出産・育児の時期に仕事を辞めた一番の理由は何ですか。 

（回答は１つ） 【回答者：１人目の子どもの妊娠・出産・育児の時期に仕事を辞めた者】 

 

 仕事を辞めた理由としては、「家事・育児に専念するため、自発的に辞めた」が 60.0％、「仕事を続け

たかったが、仕事と育児の両立が難しそうだった」が 17.1％である。 

 性別にみると、女性では男性が考えるよりも「家事・育児に専念するため、自発的に辞めた」（女性：

53.2％、男性：72.2％）を理由とする割合が低く、「その他」（女性：20.1％、男性：2.8％）の理由が

多い。「その他」の具体的な内容としては、体調面や社内の人間関係や制度、転居等により退職したと

いう記述が見られた。 

 

  

n=

TOTAL 1598

男性 680

女性 918

Q1　あなたの
性別をお答えく
ださい。（回答

は1つ）

育児休業を取得し、継続して働いた（働いている、または働く予定である）

育児休業を取得せず、継続して働いた（働いている、または働く予定である）

妊娠前から無職だった

妊娠～子どもが1歳になる前の間に退職した

子どもが1歳になって以降、3歳になる前の間に退職した

子どもが3歳になって以降に退職した

わからない・答えたくない

24.3

27.1

22.2

4.7

4.7

4.7

21.6

24.6

19.4

41.7

34.9

46.7

1.4

1.5

1.4

0.1

0.1

6.3

7.2

5.6

(%)

n=

TOTAL 690

男性 248

女性 442

Q1　あなたの
性別をお答えく
ださい。（回答

は1つ）

家事・育児に専念するため、自発的に辞めた

結婚・出産・育児を機に辞めたが、理由は結婚・出産・育児等に直接関係ない

仕事を続けたかったが、仕事と育児の両立が難しそうだった

子をもつ前と仕事内容や責任等が変わり、やりがいを感じられなくなった（なりそうだった）

その他

特にない

60.0

72.2

53.2

5.7

4.8

6.1

17.1

15.3

18.1

0.4

0.4

0.5

13.9

2.8

20.1

2.9

4.4

2.0

(%)



42 

問 25 お子さんが２人以上いるすべての方にうかがいます。 

女性：２人目のお子さんを出産したときの仕事についてお答えください。 

男性：２人目のお子さんが産まれた時の配偶者・パートナーの仕事についてお答えください。

（回答は１つ） 【回答者：子どもが２人以上いる者】 

 

 ２人目出産時の仕事の状況としては、「妊娠前から無職だった（１人目出産後、離職している場合を

含む）」が 52.6％と最も高く、「育児休業を取得し、継続して働いた（働いている、または働く予定であ

る）」が 22.4％である。仕事を継続したのは 26.7％と１人目の場合と大きな差はないが、妊娠前から無

職だった割合が非常に高い。 

 

 

 

問 26 仕事を辞めた方にうかがいます。 

２人目のお子さんの妊娠・出産・育児の時期に仕事を辞めた一番の理由は何ですか。 

（回答は１つ） 【回答者：２人目の子どもの妊娠・出産・育児の時期に仕事を辞めた者】 

 

 仕事を辞めた理由としては、「家事・育児に専念するため、自発的に辞めた」が 46.3％、「仕事を続け

たかったが、仕事と育児の両立が難しそうだった」が 29.4％である。 

 

  

n=

TOTAL 1048

男性 460

女性 588

Q1　あなたの
性別をお答えく
ださい。（回答

は1つ）

育児休業を取得し、継続して働いた（働いている、または働く予定である）

育児休業を取得せず、継続して働いた（働いている、または働く予定である）

妊娠前から無職だった（1人目出産後、離職している場合を含む）

妊娠～子どもが1歳になる前の間に退職した

子どもが1歳になって以降、3歳になる前の間に退職した

子どもが3歳になって以降に退職した

わからない・答えたくない

22.4

24.3

20.9

4.3

4.1

4.4

52.6

47.4

56.6

11.7

12.6

11.1

0.9

1.5

0.3

0.4

0.4

0.3

7.7

9.6

6.3

(%)

n=

TOTAL 136

男性 67

女性 69

Q1　あなたの
性別をお答えく
ださい。（回答

は1つ）

家事・育児に専念するため、自発的に辞めた

結婚・出産・育児を機に辞めたが、理由は結婚・出産・育児等に直接関係ない

仕事を続けたかったが、仕事と育児の両立が難しそうだった

子をもつ前と仕事内容や責任等が変わり、やりがいを感じられなくなった（なりそうだった）

その他

特にない

46.3

61.2

31.9

7.4

4.5

10.1

29.4

26.9

31.9

2.9

3.0

2.9

8.8

17.4

5.1

4.5

5.8

(%)
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 全国を対象に実施した「第 15 回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）」（国立社会保障・

人口問題研究所）と比較した結果は以下のとおりである。選択肢が異なるため、参考として掲載する。 

 

※選択肢は「第 15 回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）」に合わせるため、以下のよう

に対応させている。 

 

第 15 回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査） 平成 29 年度調査（今回調査） 

就業継続（育児休業利用） 
育児休業を取得し、継続して働いた（働いている、または

働く予定である） 

就業継続（育児休業利用なし） 
育児休業を取得せず、継続して働いた（働いている、また

は働く予定である） 

出産退職 

妊娠～子どもが 1歳になる前の間に退職した 

子どもが 1歳になって以降、3歳になる前の間に退職した

子どもが 3歳になって以降に退職した 

妊娠前から無職 

妊娠前から無職だった 

妊娠前から無職だった（1人目出産後、離職している場合

を含む）※第二子の場合 

不詳 わからない・答えたくない 

  

n=

（全国）第一子出産時 817

（長野県）第一子出産時 1598

（全国）第二子出産時 645

（長野県）第二子出産時 1048

就業継続（育児休業利用） 就業継続（育児休業利用なし） 出産退職 妊娠前から無職 不詳

28.3

24.3

21.4

22.4

10.0

4.7

11.2

4.3

33.9

43.2

9.1

13.0

23.6

21.6

56.6

52.6

4.2

6.3

1.7

7.7

(%)

出産後就業継続38.3％

出産前有職72.2％

出産後無職57.5％

出産後就業継続29.0％ 出産後無職64.8％

出産前有職72.2％

出産後就業継続32.6％

出産前有職41.7％

出産後無職65.7％

出産後就業継続 26.7％

出産前有職39.7％

出産後無職65.6％



44 

問 27 お子さんをお持ちのすべての方にうかがいます。 

お子さんが３歳になるまでの間、あなたや配偶者のご両親と同居していましたか。（回答は１つ） 

  【回答者：子どもが１人以上いる者】 

 

 回答者本人の親と同居していたのは２割弱（父親：16.0％、母親：16.9％）、徒歩で 30 分程度の別居

（近居）は３割強（父親：33.5％、母親：34.9％）である。 

 配偶者の親と同居していたのは約１割（父親：10.3％、母親：10.9％）、徒歩で 30 分程度の別居（近

居）は父親が約３割（31.7％）、母親が４割弱（36.0％）である。 

 

 

 

 

問 28 お子さんが３歳になるまでの間、あなたや配偶者のご両親からの子育ての手助けはありました

か。もっともあてはまる状況についてお答えください。（回答は１つ） 

  【回答者：親が健在であった者】 

 

 女親の母親からは、手助けが「ほとんどなかった」は 13.0%で、９割弱は手助けがあったと回答して

いる。男親の母親からは、手助けが「ほとんどなかった」が 29.9％であり、女親の父親と似た傾向を示

している。一方、男親の父親からは、手助けは「ほとんどなかった」が４割弱（41.7％）となっている。 

 

 

※回答者あるいは回答者の配偶者が男性の場合は「男親」とし、回答者あるいは回答者の配偶者が女性

の場合は「女親」として、それぞれの父親、母親について集計を行った。 

 

  

n=

あなたの父親 1598

あなたの母親 1598

配偶者（パートナー）の父親 1598

配偶者（パートナー）の母親 1598

同居 別居（近居） 別居（近居以外） いなかった わからない

16.0

16.9

10.3

10.9

33.5

34.9

31.7

36.0

30.4

35.2

35.4

38.7

18.5

11.8

20.7

12.3

1.6

1.3

1.9

2.2

(%)

n=

男親の父親 1251

男親の母親 1360

女親の父親 1263

女親の母親 1397

ほとんどなかった ときどきあった ひんぱんにあった 日常的にあった

41.7

29.9

27.5

13.0

38.4

41.8

44.3

37.4

10.9

16.0

18.5

29.1

9.0

12.2

9.7

20.5

(%)
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 同居状況別にみると、同居の場合の方が日常的な手助けが多く、別居（近居以外）の場合には手助け

がほとんどない割合が高い。 

 同居の場合、女親の母親からは 53.3％が、男親の母親からは 34.3％が、手助けが「日常的にあった」

としている。 

 

① 同居 

 
 

② 別居（近居） 

 

 

③ 別居（近居以外） 

 

 

  

n=

男親の父親 262

男親の母親 277

女親の父親 157

女親の母親 167

ほとんどなかった ときどきあった ひんぱんにあった 日常的にあった

25.6

10.5

22.9

7.8

32.1

31.4

39.5

21.6

18.3

23.8

14.0

17.4

24.0

34.3

23.6

53.3

(%)

n=

男親の父親 506

男親の母親 545

女親の父親 537

女親の母親 588

ほとんどなかった ときどきあった ひんぱんにあった 日常的にあった

32.4

22.6

19.7

5.4

46.0

46.4

43.9

30.8

12.8

20.0

24.0

36.9

8.7

11.0

12.3

26.9

(%)

n=

男親の父親 483

男親の母親 538

女親の父親 569

女親の母親 642

ほとんどなかった ときどきあった ひんぱんにあった 日常的にあった

60.2

47.4

36.0

21.2

33.7

42.6

46.0

47.7

4.8

8.0

14.6

24.9

1.2

2.0

3.3

6.2

(%)
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問 29 お子さんが３歳になるまでの間、以下の制度や施設を利用しましたか。あてはまる状況につい

てお答えください。（回答はいくつでも） 【回答者：子どもが１人以上いる者】 

 

 利用した制度・施設は「産前・産後休業制度」が 22.5％、「育児休業制度（女親）」が 20.5％となっ

ている。「どれも利用しなかった」は 71.5％である。 

 

  

n=

産前・産後

休業制度

育児休業

制度（女

親）

短時間勤

務制度（女

親）

企業内保

育所

育児休業

制度（男

親）

短時間勤

務制度（男

親）

どれも利用

しなかった

TOTAL 1598 22.5 20.5 6.2 2.8 1.5 0.4 71.5

男性10・20代 12 41.7 16.7 0.0 8.3 8.3 0.0 50.0

男性30代 188 25.5 25.5 8.0 1.6 4.3 0.5 64.9

男性40代 480 16.9 17.1 5.4 2.1 1.9 1.0 74.2

女性10・20代 72 27.8 23.6 9.7 2.8 0.0 0.0 70.8

女性30代 431 29.0 25.1 8.6 3.7 0.9 0.0 67.3

女性40代 415 19.3 16.9 3.4 3.1 0.5 0.2 76.4

＊性年代

22.5
20.5

6.2
2.8 1.5 0.4

71.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0(%)
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 夫婦の働き方別にみると、共働き家庭（どちらも正規社員・職員）では、「育児休業制度（女親）」（61.9％）

のほか、「産前・産後休業制度」（60.2％）、「短時間勤務制度（女親）」（23.8％）を利用している割合が

高い。 

 

 

 

  

n=

産前・産後

休業制度

育児休業

制度（女

親）

短時間勤

務制度（女

親）

企業内保

育所

育児休業

制度（男

親）

短時間勤

務制度（男

親）

どれも利用

しなかった

TOTAL 1434 23.2 21.1 6.5 2.8 1.5 0.4 71.0

共働き家庭（どちらも正規社員・職員） 294 60.2 61.9 23.8 8.2 1.7 0.3 28.6

共働き家庭（正規社員・職員と非正規

雇用）
553 14.3 11.6 2.5 1.8 0.7 0.4 80.8

共働き家庭（上記以外の組み合わせ） 130 19.2 16.2 2.3 1.5 0.0 0.8 75.4

正規社員・職員と専業主婦（夫）の家庭 393 10.7 7.1 1.0 1.0 2.3 0.5 85.8

非正規雇用または自営業と専業主婦

（夫）の家庭
42 11.9 7.1 4.8 0.0 4.8 0.0 83.3

その他 22 22.7 22.7 0.0 0.0 4.5 0.0 77.3

＊夫婦の働き方

23.2
21.1

6.5
2.8 1.5 0.4

71.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0(%)
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問 30 実際に取得した育児休業の期間と、理想の育児休業の期間をそれぞれお答えください。 

  【回答者：育児休業取得者】 

 

 女親が実際に取得した（取得する予定の）育児休業期間は、「１～２年未満」が 51.4％を占め、「１年

未満」も 12.5％である。 

 一方、理想の育児休業期間は、約５割（52.0％）が「３年以上」と回答しており、平均では 2.3 年と

なっている。 

 

① 女親の育児休業期間 

 

 

② 男親の育児休業期間 

 男性自身及び女性にとっての配偶者が対象であるが、取得者が少ないため参考値として掲載する。 

 

  

n=
平均値

327 1.1

327 2.3

実際に取得した（取得する予定の）育児休業期間

理想の育児休業期間

1年未満 1～2年未満 2～3年未満 3年以上 わからない・覚えていない

12.5

1.2

51.4

27.8

11.3

19.0

6.4

52.0

18.3

(%)

n=
平均値

24 0.7

24 1.2

実際に取得した（取得する予定の）育児休業期間

理想の育児休業期間

1年未満 1～2年未満 2～3年未満 3年以上 わからない・覚えていない

25.0

29.2

16.7

45.8

8.3

4.2

50.0

20.8

(%)
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問 31 男親が育児休業を取得しなかった、または理想の育児休業期間より実際に取得した期間が短い

理由をお答えください。（回答はいくつでも） 

  【回答者：男親が育児休業を取得しなかった者、または理想より実際の取得が短かった者】 

 

 男親が育児休業を取得しなかった理由は、「会社で育児休業制度が整備されていなかったから」

（27.0％）の割合が最も高く、次いで「そもそも取得をする必要性を感じていなかったから」（26.3％）、

「配偶者（パートナー）や家族が家事・育児を担ってくれていたから」（22.0％）と続く。 

 性・年代別にみると、男性 40 代では、「配偶者（パートナー）や家族が家事・育児を担ってくれてい

たから」（32.2％）、「残業の多い職場だったから」（15.2％）を理由とする割合が高い。また、女性 40

代では、「そもそも取得をする必要性を感じていなかったから」（32.6％）、「育児休業は男性ではなく、

女性が取得すべきものだと思っていたから」（13.0％）の割合が高い。 

 

 

※「子どもが３歳になるまでの間は働いていなかった」の回答は除いている。 

  

n=

会社で育
児休業
制度が
整備され
ていな
かったか
ら

そもそも
取得をす
る必要性
を感じて
いなかっ
たから

配偶者
（パート
ナー）や
家族が
家事・育
児を担っ
てくれて
いたから

休業取
得によ
る、所得
減等の
心配が
あったか
ら

職場が
育児休
業制度を
取得しづ
らい雰囲
気だった
（会社や
職場の
理解がな
かった）
から

残業の
多い職場
だったか
ら

育児休
業は男
性ではな
く、女性
が取得す
るべきも
のだと
思ってい
たから

昇給や
昇格な
ど、今後
のキャリ
ア形成に
影響があ
りそうだ
と思った
から

休業前と
同じ仕事
や職場に
復職でき
ない（変
化に対応
できな
い）と
思ったか
ら

会社での
手続き等
が煩雑で
わかりづ
らかっ
た、また
は制度に
ついて十
分わかっ
ていな
かったか
ら

配偶者
（パート
ナー）や
家族から
の後押し
がなかっ
たから

その他 わからな
い・覚え
ていない

TOTAL 1499 27.0 26.3 22.0 16.1 16.1 12.4 9.5 7.3 5.9 5.7 3.9 2.5 14.3

男性10・20代 12 33.3 8.3 25.0 16.7 8.3 25.0 16.7 8.3 0.0 16.7 0.0 0.0 33.3

男性30代 180 23.3 18.9 33.3 23.3 17.2 13.9 7.2 9.4 5.6 7.2 2.8 2.8 11.7

男性40代 453 24.7 21.4 32.2 16.1 14.1 15.2 6.0 7.7 5.3 6.8 2.6 2.0 15.9

女性10・20代 68 33.8 26.5 8.8 23.5 29.4 13.2 16.2 17.6 7.4 4.4 5.9 1.5 14.7

女性30代 400 29.0 29.5 16.0 18.5 22.0 12.5 10.0 7.3 7.8 4.8 4.3 2.3 12.5

女性40代 386 27.7 32.6 13.2 9.1 9.6 7.8 13.0 4.1 4.7 4.7 5.2 3.4 15.0

＊性年代

27.0 26.3

22.0

16.1 16.1

12.4

9.5
7.3

5.9 5.7
3.9

2.5

14.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0(%)
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問 32 女親が育児休業を取得しなかった、または理想の育児休業期間より実際に取得した期間が短い

理由をお答えください。 

【回答者：女親が育児休業を取得しなかった者、または理想より実際の取得が短かった者】 

 

 女親が育児休業を取得しなかった理由は、「会社で育児休業制度が整備されていなかったから」

（18.7％）、「そもそも取得をする必要性を感じていなかったから」（16.1％）が主な理由である。 

 性・年代別にみると、女性 30 代では、「会社で育児休業制度が整備されていなかったから」（26.0％）、

「職場が育児休業制度を取得しづらい雰囲気だった（会社や職場の理解がなかった）から」（18.3％）

といった会社の制度や勤務先の理解を理由にあげる割合が高い一方で、「休業前と同じ仕事や職場に復

職できない（変化に対応できない）と思ったから」、「休業取得による、所得減等の心配があったから」

（ともに 14.2％）といった復職に対する不安や所得を理由にあげる割合も高い。 

 

 

※「子どもが３歳になるまでの間は働いていなかった」の回答は除いている。 

 

  

n=

会社で育児

休業制度

が整備され

ていなかっ

たから

そもそも取

得をする必

要性を感じ

ていなかっ

たから

職場が育

児休業制

度を取得し

づらい雰囲

気だった

（会社や職

場の理解

がなかっ

た）から

休業前と同

じ仕事や職

場に復職で

きない（変

化に対応で

きない）と

思ったから

休業取得に

よる、所得

減等の心

配があった

から

配偶者

（パート

ナー）や家

族が家事・

育児を担っ

てくれてい

たから

残業の多い

職場だった

から

会社での手

続き等が煩

雑でわかり

づらかっ

た、または

制度につい

て十分わ

かっていな

かったから

配偶者

（パート

ナー）や家

族からの後

押しがな

かったから

昇給や昇

格など、今

後のキャリ

ア形成に影

響がありそ

うだと思っ

たから

その他 わからな

い・覚えて

いない

TOTAL 1051 18.7 16.1 10.9 10.8 9.5 9.3 4.0 3.8 3.0 1.6 6.0 27.2

男性18-29歳 9 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0 11.1 11.1 11.1 0.0 0.0 11.1 55.6

男性30-39歳 126 15.9 10.3 8.7 9.5 8.7 12.7 4.8 4.0 1.6 0.8 4.0 33.3

男性40-49歳 312 13.1 17.0 7.4 7.1 7.1 14.7 2.9 2.6 2.2 1.0 2.2 36.2

女性18-29歳 36 19.4 5.6 8.3 13.9 19.4 2.8 0.0 8.3 2.8 2.8 5.6 33.3

女性30-39歳 289 26.0 12.8 18.3 14.2 14.2 6.2 5.2 6.2 2.1 2.4 9.0 18.7

女性40-49歳 279 19.0 22.9 8.6 12.2 6.8 5.7 3.9 1.8 5.7 1.8 7.9 21.5

＊性年代

18.7

16.1

10.9 10.8
9.5 9.3

4.0 3.8 3.0
1.6

6.0

27.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0(%)
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問 33 現在結婚（事実婚を含む）されている方にうかがいます。 

あなた方ご夫婦の現実の分担と、理想の分担をそれぞれお答えください。【回答者：既婚者】 

 

 夫の家事の分担状況を性別にみると、理想の家事の分担の平均は、男性が 35.9％、女性が 35.5％で、

現実の家事の分担の平均は、男性が 24.5％、女性が 17.7％である。 

 妻の家事の分担状況を性別にみると、理想の家事の分担の平均は、男性が 64.1％、女性が 64.5％で、

現実の家事の分担の平均は、男性が 75.5％、女性が 82.3％である。 

 

① -１ 家事の分担：夫 

 

 

 

① -２ 家事の分担：妻 

 

 

  

n=
平均値

理想の家事の分担 789 35.9

現在の家事の分担 789 24.5

夫本人

（男性回答者）

0‐19% 20‐39% 40‐59% 60‐79% 80‐99% 100%

10.9

40.4

37.3

35.4

49.2

19.1

1.4

2.5

1.1

1.8

0.1

0.8

(%)

n=
平均値

理想の家事の分担 1029 35.5

現在の家事の分担 1029 17.7

妻

（女性回答者）

0‐19% 20‐39% 40‐59% 60‐79% 80‐99% 100%

8.6

58.0

41.5

28.4

46.4

10.3

2.2

1.2

0.9

1.6

0.4

0.6

(%)

n=
平均値

理想の家事の分担 789 64.1

現在の家事の分担 789 75.5

夫

（男性回答者）

0‐19% 20‐39% 40‐59% 60‐79% 80‐99% 100%

0.8

1.8

1.4

2.0

35.0

12.7

40.6

24.2

19.0

53.4

3.3

6.0

(%)

n=
平均値

理想の家事の分担 1029 64.5

現在の家事の分担 1029 82.3

妻本人

（女性回答者）

0‐19% 20‐39% 40‐59% 60‐79% 80‐99% 100%

0.4

1.4

1.6

1.4

28.2

6.4

47.9

16.3

19.8

58.2

2.1

16.3

(%)
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 夫の育児の分担状況を性別にみると、理想の育児の分担の平均は、男性が 40.6％、女性が 40.3％で、

現実の育児の分担の平均は、男性が 26.7％、女性が 22.6％である。 

 妻の育児の分担状況を性別にみると、理想の育児の分担の平均は、男性が 59.4％、女性が 59.7％で、

現実の育児の分担の平均は、男性が 73.3％、女性が 77.4％である。 

 

② -１ 育児の分担：夫（子どもがいる者のみ） 

 

 

 

② -２ 育児の分担：妻（子どもがいる者のみ） 

 

 

  

n=
平均値

理想の育児の分担 645 40.6

現在の育児の分担 645 26.7

夫本人

（男性回答者）

0‐19％ 20‐39％ 40‐59％ 60‐79％ 80‐99％ 100％

6.4

31.0

26.7

41.2

64.0

23.9

2.0

1.9

0.6

1.1

0.3

0.9

(%)

n=
平均値

理想の育児の分担 789 40.3

現在の育児の分担 789 22.6

妻

（女性回答者）

0‐19％ 20‐39％ 40‐59％ 60‐79％ 80‐99％ 100％

3.0

41.2

28.6

39.2

65.7

16.6

1.8

1.1

0.6

1.5

0.3

0.4

(%)

n=
平均値

理想の育児の分担 645 59.4

現在の育児の分担 645 73.3

夫

（男性回答者）

0‐19％ 20‐39％ 40‐59％ 60‐79％ 80‐99％ 100％

0.6

1.2

0.8

1.9

51.2

15.5

35.7

29.5

10.4

47.4

1.4

4.5

(%)

n=
平均値

理想の育児の分担 789 59.7

現在の育児の分担 789 77.4

妻本人

（女性回答者）

0‐19％ 20‐39％ 40‐59％ 60‐79％ 80‐99％ 100％

0.3

1.3

1.1

1.0

42.6

9.0

45.9

27.2

9.4

53.7

0.8

7.7

(%)
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問 34 あなたは、過去５年以内（現在利用も含む）に以下の子育てサービスを利用しましたか。 

（回答はいくつでも） 【回答者：子どもが 1人以上いる者】 

 

 過去５年間に利用した子育てサービスは、「保育園」が 41.4％と最も高い。 

 「いずれのサービスも対象年齢の子どもがいなかった」の回答を除いた場合、「保育園」が 57.5％と

最も高く、次いで「児童館」（26.9％）、「延長保育」(25.4％)と続く。 

 また、子どもの年齢別にみると、「児童館」を利用した割合が、小学生（34.2％）、中学生（37.5％）

で高い。 

 

＜「いずれのサービスも対象年齢の子どもがいなかった」の回答を除いた場合＞ 

 

※子どもの年齢は、問 19 で回答した末子年齢をもとに作成している。 

  

n=

保育園 児童館 延長保
育

幼稚園 放課後
児童クラ
ブ

一時預
かり（一
時保育）

休日保
育

認定こど
も園

ファミ
リーサ
ポートセ
ンター

病児・病
後児保
育

放課後
子ども教
室

利用した
子育て
支援
サービス
はこの
中には
ない

TOTAL 1150 57.5 26.9 25.4 19.2 14.6 12.3 5.9 5.0 2.3 2.2 1.7 10.7

未就学児（0～6歳） 668 58.5 22.9 24.7 16.9 6.1 15.6 6.0 7.3 2.7 2.2 0.9 12.4

小学生（6～12歳） 348 64.4 34.2 30.7 25.9 29.6 8.6 7.2 2.0 2.3 2.6 3.2 3.4

中学生（12～15歳） 80 26.3 37.5 12.5 11.3 21.3 5.0 2.5 1.3 1.3 1.3 2.5 20.0

その他（15歳以上） 54 46.3 13.0 18.5 16.7 13.0 5.6 1.9 0.0 0.0 0.0 1.9 22.2

＊子どもの
年齢

57.5

26.9 25.4

19.2

14.6
12.3

5.9 5.0
2.3 2.2 1.7

10.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(%)
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問 35 あなたは、現在利用している、または過去５年間に利用した子育て支援サービスに対して総合

的に満足していますか。（利用時間、サービス内容、スタッフ、料金等）（回答は１つ） 

【子育て支援サービスを利用している者】 

 

 いずれのサービスも満足度は高く、「満足」、「やや満足」を合計した満足計は、「延長保育」が 92.5％

と最も高く、満足計が最も低い「放課後児童クラブ」でも、約８割（80.9％）が満足と回答している。 

 

 

 

  

n=

保育園 661

幼稚園 221

認定こども園 57

延長保育 292

休日保育 68

一時預かり（一時保育） 141

病児・病後児保育 25

ファミリーサポートセンター 27

児童館 309

放課後児童クラブ 168

放課後子ども教室 20

満足 やや満足 あまり満足していない 満足していない

46.3

43.0

43.9

52.1

48.5

39.7

36.0

29.6

35.3

35.7

45.0

43.9

48.9

47.4

40.4

36.8

41.8

48.0

40.7

52.4

45.2

45.0

7.9

6.3

5.3

6.2

14.7

16.3

8.0

18.5

9.4

14.3

10.0

2.0

1.8

3.5

1.4

2.1

8.0

11.1

2.9

4.8

(%)
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問 36 問 35 で選択しなかった（利用していない）子育て支援サービスについて、利用したことがな

い理由をお答えください。（回答はいくつでも） 

【回答者：子育て支援サービスを利用していない者】 

 

 子育て支援サービスを利用しなかった理由としては、いずれのサービスでも「必要がなかったから」

が最も高い。また、幼稚園、認定子ども園では「身近でサービスの提供がなかったから」が、他のサー

ビスに比べ回答割合が高い（幼稚園：11.4％、認定こども園：16.5％）。 

 

 

  

n=

必要がな

かったから

身近でサー

ビスの提供

がなかった

から

費用が高

かったから

利用の仕

方がわから

なかったか

ら

そうした

サービスが

あることを

知らなかっ

たから

その他 対象年齢

の子どもが

いないから

保育園 510 54.9 5.5 8.8 3.7 1.8 6.3 25.3

幼稚園 950 52.1 11.4 15.1 2.4 1.9 4.6 18.8

認定こども園 1114 55.9 16.5 4.0 4.6 5.9 1.4 16.3

延長保育 879 65.5 4.7 8.5 1.6 1.8 0.8 19.2

休日保育 1103 70.8 6.0 6.0 1.7 1.5 1.0 15.0

一時預かり（一時保育） 1030 70.6 4.3 7.2 3.9 1.9 0.9 14.1

病児・病後児保育 1146 69.1 6.9 3.1 5.5 3.4 1.4 13.0

ファミリーサポートセンター 1144 66.4 8.6 3.1 6.4 8.1 1.2 10.2

児童館 862 69.6 8.1 2.0 5.0 2.9 0.7 13.6

放課後児童クラブ 1003 68.1 4.7 2.2 3.2 3.8 0.5 19.1

放課後子ども教室 1151 64.1 8.4 1.3 3.4 5.4 0.1 19.0



56 

問 37 今後利用したい子育て支援サービスをお答えください。 

【回答者：現在サービスを利用していない者】 

 

 今後利用したい子育てサービスについては、「児童館」が 15.2％と最も高く、次いで「放課後児童ク

ラブ」（14.6％）、「延長保育」、「病児・病後児保育」（ともに 13.4％）と続く。一方、「特にない」は 43.8％

である。 

 子どもの年齢別にみると、すべてのサービスにおいて未就学児の回答割合が高く、小学生が対象の「放

課後児童クラブ」、「放課後子ども教室」も小学生より未就学児の割合が高い。 

 

 

※「対象年齢の子どもがいない」の回答は除いている。 

  

n=

児童館 放課後
児童クラ
ブ

延長保
育

病児・病
後児保
育

保育園 放課後
子ども教
室

一時預
かり（一
時保育）

休日保
育

ファミ
リーサ
ポートセ
ンター

幼稚園 認定こど
も園

特にな
い

TOTAL 937 15.2 14.6 13.4 13.4 12.5 10.0 9.4 9.2 9.2 7.6 4.4 43.8

未就学児（0～6歳） 636 16.8 15.6 18.2 16.5 17.0 9.7 12.6 12.1 11.0 10.2 6.1 34.4

小学生（6～12歳） 255 11.8 14.9 3.1 6.3 2.4 11.8 2.4 2.7 4.7 2.0 0.8 63.5

中学生（12～15歳） 26 7.7 0.0 0.0 3.8 7.7 3.8 3.8 3.8 3.8 0.0 0.0 76.9

その他（15歳以上） 20 15.0 0.0 10.0 20.0 5.0 5.0 5.0 5.0 15.0 5.0 0.0 45.0

＊子どもの
年齢

15.2 14.6 13.4 13.4 12.5
10.0 9.4 9.2 9.2

7.6

4.4

43.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0(%)
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問 38 子どもを産み、育てる上で、過去の経験や将来の希望も含めて、行政（県や市町村）に充実を

希望する出産・子育て支援は何ですか。 

優先順位が高いもの３つまでお答えください。（回答は３つまで） 

【回答者：子どもが 1人以上いる者、または理想の子どもの人数が 1人以上の者】 

 

＜「既婚者」の場合＞ 

 夫婦の働き方別にみると、共働き家庭（どちらも正規社員・職員）では、「病児・病後児保育施設の

充実」（14.0％）、「児童館・放課後児童クラブ・放課後子ども教室の充実」（9.3％）、「休日保育の充実」

（7.9％）の割合が高い。また、共働き家庭（正規社員・職員と非正規雇用）では、「無料または割安な

学習支援の充実」(17.4％)、「地域や自治体の育児支援サービスの充実」（10.5％）の割合が高い。 

 

 

＜「独身者」の場合＞ 

 独身者をみると、「保育園・幼稚園などの費用の補助」及び「妊娠・出産に伴う医療費の補助」が 5

割を超えている。 

 

n=

保育
園・幼
稚園な
どの費
用の補
助

妊娠・
出産に
伴う医
療費の
補助

住居費
用の補
助

教育費
の補助
や奨学
金制度
の充実

無料ま
たは割
安な学
習支援
の充実

妊娠・
出産に
関する
医療機
関の充
実

病児・
病後児
保育施
設の充
実

地域や
自治体
の育児
支援
サービ
スの充
実

一時預
かりを
しても
らえる
施設の
充実

ベビー
シッ
ターや
民間の
家事・
育児支
援サー
ビスの
費用の
補助

保育
園・幼
稚園な
どの保
育・教
育内容
の充実

児童
館・放
課後児
童クラ
ブ・放
課後子
ども教
室の充
実

保育
園・幼
稚園な
どのス
タッフ
の人員
の充実

休日保
育の充
実

子育て
の悩み
を相談
できる
支援体
制の充
実

保育
園・幼
稚園な
どのス
タッフ
の対応
の質向
上

その他 特にな
い

TOTAL 1726 61.5 49.8 26.3 20.2 14.8 12.3 9.3 8.5 8.2 7.2 7.2 6.5 6.2 4.9 4.5 4.5 1.4 8.2

共働き家庭（どちらも正規社員・職

員）
378 63.5 46.6 25.1 20.1 11.9 9.5 14.0 6.1 9.3 9.0 6.6 9.3 7.7 7.9 2.9 5.3 1.3 8.2

共働き家庭（正規社員・職員と非正

規雇用）
637 60.1 48.5 27.8 21.7 17.4 10.4 10.4 10.5 5.8 5.3 7.1 6.9 5.2 4.2 4.4 4.2 1.4 7.8

共働き家庭（上記以外の組み合わ

せ）
160 56.9 49.4 26.3 20.0 16.9 11.3 3.8 8.1 11.3 3.8 6.3 3.8 5.0 7.5 4.4 4.4 0.0 10.6

正規社員・職員と専業主婦（夫）の

家庭
475 63.6 53.3 24.8 19.4 13.3 17.5 5.7 8.2 8.8 8.8 8.2 4.8 7.2 2.9 5.5 4.8 1.9 7.4

非正規雇用または自営業と専業主

婦（夫）の家庭
52 59.6 53.8 30.8 15.4 9.6 13.5 7.7 1.9 11.5 11.5 9.6 7.7 3.8 0.0 7.7 0.0 1.9 13.5

その他 24 62.5 58.3 25.0 12.5 16.7 12.5 20.8 12.5 12.5 12.5 4.2 0.0 4.2 4.2 8.3 0.0 0.0 8.3

＊夫婦の
働き方

61.5

49.8

26.3

20.2

14.8
12.3

9.3 8.5 8.2 7.2 7.2 6.5 6.2 4.9 4.5 4.5
1.4

8.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(%)

n=

保育
園・幼
稚園
などの
費用
の補
助

妊娠・
出産
に伴う
医療
費の
補助

住居
費用
の補
助

教育
費の
補助
や奨
学金
制度
の充
実

妊娠・
出産
に関
する医
療機
関の
充実

無料
または
割安
な学
習支
援の
充実

一時
預かり
をして
もらえ
る施
設の
充実

病児・
病後
児保
育施
設の
充実

地域
や自
治体
の育
児支
援
サービ
スの
充実

ベビー
シッ
ターや
民間
の家
事・育
児支
援
サービ
スの
費用
の補
助

保育
園・幼
稚園
などの
保育・
教育
内容
の充
実

休日
保育
の充
実

子育
ての
悩み
を相
談でき
る支
援体
制の
充実

児童
館・放
課後
児童ク
ラブ・
放課
後子
ども教
室の
充実

保育
園・幼
稚園
などの
スタッ
フの人
員の
充実

保育
園・幼
稚園
などの
スタッ
フの対
応の
質向
上

その
他

特に
ない

TOTAL 872 52.5 50.7 21.2 16.2 14.2 11.5 10.1 8.4 8.1 7.6 7.3 7.1 6.8 5.8 5.2 4.1 0.6 15.4

52.5 50.7

21.2
16.2 14.2

11.5 10.1 8.4 8.1 7.6 7.3 7.1 6.8 5.8 5.2 4.1
0.6

15.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(%)
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＜「子どもが１人以上いる者」の場合＞ 

 子どもの年齢別にみると、未就学児では「保育園・幼稚園などの費用の補助」が７割（71.4％）にの

ぼり、充実を希望する割合が高い。 

 

 

 

  

n=

保育
園・幼
稚園な
どの費
用の補
助

妊娠・
出産に
伴う医
療費の
補助

住居費
用の補
助

教育費
の補助
や奨学
金制度
の充実

無料ま
たは割
安な学
習支援
の充実

病児・
病後児
保育施
設の充
実

妊娠・
出産に
関する
医療機
関の充
実

地域や
自治体
の育児
支援
サービ
スの充
実

一時預
かりを
しても
らえる
施設の
充実

ベビー
シッ
ターや
民間の
家事・
育児支
援サー
ビスの
費用の
補助

保育
園・幼
稚園な
どの保
育・教
育内容
の充実

保育
園・幼
稚園な
どのス
タッフ
の人員
の充実

児童
館・放
課後児
童クラ
ブ・放
課後子
ども教
室の充
実

休日保
育の充
実

保育
園・幼
稚園な
どのス
タッフ
の対応
の質向
上

子育て
の悩み
を相談
できる
支援体
制の充
実

その他 特にな
い

TOTAL 1598 62.5 48.4 27.4 20.7 16.4 10.2 9.9 8.1 7.9 7.2 6.6 6.6 6.6 5.0 4.8 4.3 1.3 7.7

未就学児（0～6歳） 763 71.4 49.9 30.0 16.9 15.5 10.6 12.2 8.8 9.0 8.3 8.5 7.6 5.5 3.9 5.4 3.9 1.6 3.5

小学生（6～12歳） 386 54.1 45.9 28.8 23.6 19.4 11.1 7.0 8.3 4.9 7.8 4.9 7.8 9.8 3.1 4.4 4.7 1.8 8.8

中学生（12～15歳） 170 53.5 46.5 23.5 25.9 20.0 9.4 7.6 7.6 7.6 5.9 5.3 3.5 5.9 8.8 5.3 4.1 0.0 8.8

その他（15歳以上） 279 54.8 49.1 20.8 23.7 12.5 8.2 9.3 6.1 9.0 4.3 4.3 3.9 5.4 8.2 3.6 4.7 0.7 16.8

＊子ども
の年齢

62.5

48.4

27.4

20.7
16.4

10.2 9.9 8.1 7.9 7.2 6.6 6.6 6.6 5.0 4.8 4.3
1.3

7.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(%)
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問 39 子どもを産み、育てる上で勤務先や社会環境に充実を求めるものは何ですか。 

（回答はいくつでも）

  【回答者：子どもが 1人以上いる者、または理想の子どもの人数が 1人以上の者】 

 

 勤務先や社会環境に充実を求めるものについては、「勤務先の出産・育児に対する理解」が 62.1％と

最も高く、次いで「産休・育児休業制度」（51.7％）、「短時間勤務制度」（46.5％）と続く。 

 性・雇用形態別にみると、女性の方が各項目の充実を求める割合が高く、正規の社員・職員では「勤

務先の出産・育児に対する理解」（70.9％）、派遣・嘱託・契約社員では「産休・育児休業制度」（68.5％）

の割合が最も高い。 

 

 

  

n=

勤務先
の出産・
育児に
対する
理解

産休・育
児休業
制度

短時間
勤務制
度

公共の
場で子
連れでも
あたた
かく見
守っても
らえるこ
と

父親が
家事・育
児への
参画・分
担に理
解を示
し、積極
的に取り
組める
環境

子どもに
対する
犯罪の
防止な
ど、地域
における
治安の
確保

地域や
近隣の
支え合
い意識

親同士
の交流
や相談
の場が
身近に
利用で
きること

赤ちゃん
とのふ
れあい
など、未
成年期
における
家庭や
子育て
に関す
る教育

若者世
代が家
族や子
育てに
明るいイ
メージや
肯定的
な価値
観を持っ
ているこ
と

その他 特にな
い

TOTAL 2598 62.1 51.7 46.5 43.1 42.1 38.0 25.6 22.4 21.4 21.3 0.7 8.9

■男性　計 1170 58.7 47.6 33.2 35.4 35.0 33.4 25.7 18.1 18.3 21.0 0.8 11.8

正規の社員・職員 938 59.9 48.1 35.2 35.4 36.5 33.5 25.8 18.9 19.6 22.0 1.0 10.6

パート・アルバイト 36 58.3 50.0 25.0 30.6 19.4 30.6 33.3 19.4 2.8 16.7 0.0 13.9

派遣・嘱託・契約社員 48 54.2 56.3 20.8 37.5 29.2 33.3 25.0 20.8 16.7 14.6 0.0 8.3

自営業主・家族従業員 104 49.0 32.7 21.2 33.7 28.8 33.7 22.1 9.6 11.5 20.2 0.0 23.1

無職・家事 30 60.0 53.3 43.3 36.7 30.0 30.0 20.0 10.0 6.7 10.0 0.0 16.7

■女性　計 1428 64.9 55.0 57.4 49.4 48.0 41.7 25.6 25.8 24.0 21.6 0.7 6.6

正規の社員・職員 423 70.9 62.4 62.9 49.2 50.1 40.0 26.2 27.9 24.3 21.0 0.5 5.0

パート・アルバイト 444 61.3 49.1 54.5 45.9 47.1 43.2 24.3 24.1 22.7 23.4 0.9 6.8

派遣・嘱託・契約社員 108 63.9 68.5 57.4 46.3 47.2 31.5 22.2 21.3 25.9 19.4 0.9 6.5

自営業主・家族従業員 51 62.7 47.1 43.1 51.0 51.0 45.1 31.4 33.3 31.4 25.5 0.0 7.8

無職・家事 361 63.4 51.2 57.9 55.4 47.1 44.6 26.3 24.9 23.5 20.8 0.8 7.5

性別×雇用
形態

62.1

51.7

46.5
43.1 42.1

38.0

25.6
22.4 21.4 21.3

0.7

8.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(%)
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問 40 ながの子育て家庭優待パスポート事業をどれくらいの頻度で活用していますか。（回答は１つ）

  【回答者：子どもが 1人以上いる者（事業の対象でない者を除く）】 

 

 ながの子育て家庭優待パスポート事業の利用頻度は、「週に１～２回使う」が 19.4％で、「ほぼ毎日使

う」、「週に３～４回使う」と合わせると、３割弱（28.3％）は週 1回以上利用と回答している。 

 子どもの年齢別にみると、年齢が低いほど利用している割合が高い。 

 

 

 

 

※年度末年齢 18 歳以下のお子さんがいる場合 

  

n=

TOTAL 1521

未就学児（0～6歳） 760

小学生（6～12歳） 383

中学生（12～15歳） 167

その他（15歳以上） 211

＊子どもの年齢

ほぼ毎日使う 週に3～4回使う 週に1～2回使う 月に2～3回使う 月に1回程度使う

2・3ヶ月に1回程度使う 半年に1回程度使う ほとんど使わない 全く使ったことがない 事業について知らない

2.0

2.0

1.8

3.0

1.4

6.9

8.0

7.0

4.8

4.3

19.4

22.6

19.6

14.4

11.4

18.9

20.9

18.5

17.4

13.7

14.8

16.1

15.9

14.4

8.5

9.8

10.1

11.2

8.4

7.1

5.2

4.7

6.0

7.8

3.3

12.9

9.5

12.0

16.8

23.7

6.2

3.7

4.4

9.0

16.6

3.9

2.4

3.4

4.2

10.0

(%)
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問 41 ながの子育て家庭優待パスポート事業で、協賛店舗が増えてほしい業種は何ですか。 

  （回答は３つまで） 【回答者：妊娠中、または年度末年齢 18 歳以下の子どもがいる者】 

 

 協賛店が増えてほしい業種としては、「スーパー・食料品店」が 36.8％と最も高く、次いで「薬局、

ドラックストア」（27.7％）、「レストラン、食堂」（26.8％）と続く。 

 子どもの年齢別にみると、小学生では、「本・文具・玩具」(23.2％)、中学生では、「スポーツ用品」

（18.6％）の回答割合が高い。 

 

 

（上表のつづき） 

 

n=

スー
パー・食
料品店

薬局、ド
ラッグス
トア

レストラ
ン、食堂

コンビニ
エンスス
トア

自動車、
ガソリン
スタンド

衣料品、
履物

本・文
具・玩具

携帯電
話、通信

ファスト
フード

学習塾、
学校等

娯楽施
設

TOTAL 1521 36.8 27.7 26.8 21.6 21.0 20.0 17.9 14.0 11.0 11.0 10.1

未就学児（0～6歳） 760 42.2 31.2 29.9 21.3 23.0 21.8 17.0 13.0 13.3 6.3 11.8

小学生（6～12歳） 383 29.0 23.2 23.8 23.2 20.9 20.6 23.2 13.8 9.7 14.9 10.7

中学生（12～15歳） 167 32.3 24.0 28.7 22.8 13.2 15.0 16.2 16.2 7.8 19.8 5.4

その他（15歳以上） 211 34.6 26.1 19.4 18.5 20.4 16.1 12.8 16.1 7.6 13.7 6.2

＊子どもの
年齢

36.8

27.7 26.8

21.6 21.0
20.0

17.9

14.0

11.0 11.0 10.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0(%)

n=

スポーツ
用品

電車・バ
ス・タク
シー

家電 理容・美
容

住まい 文化施
設

金融・保
険

クリーニ
ング

時計・眼
鏡等

その他 特にない

TOTAL 1521 8.5 6.0 5.4 5.3 4.1 3.9 3.6 1.9 1.0 0.5 6.6

未就学児（0～6歳） 760 5.0 4.9 5.7 5.4 5.9 3.8 4.5 2.0 0.7 0.4 3.2

小学生（6～12歳） 383 11.0 4.7 5.5 5.0 2.3 5.5 0.8 1.0 1.3 0.8 8.9

中学生（12～15歳） 167 18.6 6.6 7.8 6.0 3.0 2.4 2.4 4.2 2.4 0.0 6.6

その他（15歳以上） 211 9.0 12.3 2.4 5.2 1.9 2.4 6.2 1.4 0.5 0.5 15.2

＊子どもの
年齢

8.5

6.0 5.4 5.3
4.1 3.9 3.6

1.9 1.0 0.5

6.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0(%)
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問 42 ながの子育て家庭優待パスポート事業で、あったらよいと思う特典、サービス内容は何ですか。

  （回答は３つまで） 【回答者：妊娠中、または年度末年齢 18 歳以下の子どもがいる者】 

 

 希望する特典、サービス内容としては、「割引サービス」が 68.4％と最も高く、次いで「ポイントカ

ードのポイントアップ」（50.1％）と続く。 

 子どもの年齢別にみると、未就学児では「キッズスペースがある」（35.1％）や「おむつ替えスペー

スがある」（26.1％）等、子どものためのスペースや設備を希望する割合が高い。 

 

 

  

n=

割引サー
ビス

ポイント
カードの
ポイント
アップ

粗品プレ
ゼント

キッズス
ペースが
ある

おむつ替
えスペー
スがある

授乳ス
ペースが
ある

トイレに
ベビー
キープが
ある

ベビー
カー入店
可能

粉ミルク
のお湯の
提供

その他 特にない

TOTAL 1521 68.4 50.1 23.3 22.4 16.8 10.3 6.8 5.9 4.4 0.4 10.3

未就学児（0～6歳） 760 68.6 48.9 24.6 35.1 26.1 16.4 10.9 8.0 6.1 0.4 4.3

小学生（6～12歳） 383 70.8 54.0 22.2 12.0 8.6 5.0 2.9 2.6 2.1 0.8 13.3

中学生（12～15歳） 167 68.9 55.7 26.9 4.8 6.0 3.0 1.8 4.8 4.2 0.0 12.6

その他（15歳以上） 211 63.0 42.7 17.5 9.5 7.1 3.3 3.3 5.2 2.8 0.0 24.2

＊子どもの
年齢

68.4

50.1

23.3 22.4

16.8

10.3
6.8 5.9 4.4

0.4

10.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0(%)
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問 43 子育てをしていて、困った経験、悩んでいること、不安なことはありますか。 

  どんなことでも構いませんので、ご自由にお書きください。（自由記述） 

  【回答者：子どもが 1人以上いる者】 

 

 子育てで困った経験、悩みや不安なことを自由回答で聞いたところ、数多くの回答が寄せられた。本

報告書では紙面の都合上すべてを掲載することはできないが、その一部を紹介することとする。掲載に

あたっては、代表的・具体的な内容等を、できる限り原文に近い表記で掲載している。 

 

【相談に関すること】 

 妊娠、出産、育児についての相談窓口の情報入手がもっと簡単にできるといいと思う。苦労して探

して相談しても、みんな大変なのだから頑張りましょうって感じの対応では意味がないように思っ

てしまうので、改善してほしい。（男性 40 代） 

 相談できるほど仲の良い人がいない。地元でないと入りにくい雰囲気がある。（女性 30 代） 

 子供の発達に関する相談についての窓口の充実を望む。（男性 40 代） 

 

【子育て情報に関すること】 

 保健所などで開催されている会の情報がネットになく、クチコミでしか知ることができず不便。（女

性 30 代） 

 地元住民とのかかわりがあまりなく、夫婦ともに移住組なので、地域の情報があまりはいってこな

い。（女性 30 代） 

 どんな子育て支援サービスがあるのか、転入者に対する情報提供が出来ていないため、どこに行っ

ていいか分からず、引きこもり状態であった。（女性 40 代） 

 上の学校の情報が入らない。荒れているとか。人に聞いても本当かは分からないし、そもそも聞き

にくい。（女性 40 代） 

 

【施設や設備に関すること】 

 父親がおむつ替えをしようとしてもなかなか環境が整っていない。（男性 30 代） 

 外出先のトイレでは小さい子供の補助便座や、ズボンや靴などを脱がせる場所がなく非常に不便で

す。（女性 40 代） 

 トイレの個室にベビーキープがあったとしても手洗い場にはまず付いてないので手が洗えない。

（女性 30 代） 

 暑い時期、子供が車で寝てしまった時、車の中に置かなくても済むように、スーパーなどで買い物

の間寝させて置いてくれるスペースがあったらいいかも。（女性 40 代） 

 お店の造り(店内が狭かったり、階段しかなかったり)がベビーカーで入店しにくく、抱っこひもで

ないと買い物出来ず苦労することが多い。（女性 30 代） 

 公共交通機関の減少の影響で自家用車を持たないと生活が成り立たないこと。徒歩で済む事もあり

ますが、炎天下の中乳児を連れ出すのも躊躇いますし、うっかりオムツを切らしてしまったなどの

状況になれば子連れで徒歩の買い物は厳しいものがあります。（女性 30 代） 

 室内で遊ぶ場所がない。  雨の日、猛暑日、真冬。 支援センターはグループが出来ていて、若マ

マは入りづらい。（女性 10・20 代） 

 子供が遊ぶ場所が少ない。（男性 10・20 代） 
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【サービスに関すること】 

 親族が近くにおらず気軽に預かってくれる人がいないのに、一時預かり等が不便。利用したくても

なかなか空きがない。（女性 30 代） 

 近くに親族が住んでいないので、緊急時に子どもについて頼れるところが無い。ファミサポは事前

登録、予約制で使いにくい。登録場所が遠くにあるので、使いにくい。（女性 30 代） 

 夫婦共にサービス業で不定休、互いの両親も住まいが離れているので、盆や正月での子どもの世話

と仕事のやりくりが難しい。（男性 30 代） 

 買い物やちょっとした用足しの時に子どもを気楽に預けられる場所があったらもっと利用したと

思います。（女性 40 代） 

 下の子が具合悪い日、上の子の幼稚園の送迎をしなければならない時に、短時間だけでも気軽に預

かってくれる所があればすごくありがたい。（女性 30 代） 

 ひとり親だったので、親が病気になったときいつでも預かってくれるところがほしかった。（女性

40 代） 

 仕事で子供を預けたいけれど、預けられる時間に制限があること。24 時間預けられる施設が増えて

ほしい。（女性 40 代） 

 保育園は住んでいる市町村に預けることが前提となっており、転勤等で住居地とは離れた勤務地と

なった場合、勤務地の近くの保育園に預けることができず、保育園からの急な迎えの呼び出しに対

して敏速に対応できない。（男性 30 代） 

 

【医療に関すること】 

 急に子供が具合悪くなったときに、病院へ行く基準をアドバイスしてもらいたい。特に夜中、#8000

がつながらない。（女性 30 代） 

 夜間に発熱したときに  当番医に行っても小児科は担当ではないから明日来て  と言われること

が多い。（女性 30 代） 

 日曜日にやっている病院、小児科が限られているので、不便です。（男性 30 代） 

 

【経済的支援・金銭面に関すること】 

 保健師などは一時保育など積極的に活用してなどというが、値段が高くて、お金のある人しか使え

ないのが現実。（女性 30 代） 

 夫婦共に実家が遠く、近くに頼れる人がいないので、子どもが病気になったときファミリーサポー

トなどを利用したが、時間や日数が長かったのでかなり料金が高かった。（女性 30 代） 

 収入が低いため、今後の教育と自分達の老後のバランスに悩んでいる。（男性 40 代） 

 離婚して 1歳の娘がいます。保育園にいれて昼間働いて、夜、休日は内職しても収入が 10 万ぐら

い。子供と遊ぶ時間もない。実家暮らしで母子手当て貰えなくて金銭的に厳しい。（女性 30 代） 

 父子世帯に対する補助や支援が母子世帯より少ない事。（男性 40 代） 

 日本の将来が不安で子供を産み育てづらい世の中だと思う。うちもあともう一人ほしいが金銭的や

いろいろな面で自信がなくなかなか踏み切れない。（女性 30 代） 

 

【勤務先に関すること】 

 保育園で次々と病気にかかり月に 4日しか通園できないことがあり、会社もそんなに休めず、休む

と嫌みを言われた。（女性 40 代） 

 子どもがいると自由がきかない。買い物も出来ない事がよくある。会社で独身者は子育てに理解が

ない人が多い。休みの取得が母親ばかりに偏っている。父親も参観日や送り迎え等に参加すべきと

思います。子育てに参加できる環境が圧倒的に足りていません。（女性 30 代） 
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 職場はサービス業だったので、急病で休むと嫌な顔をされたりもしました。夫婦で共働きの場合リ

スクを背負うのは必ず母親です。もう少し旦那さんの会社も育休が取りやすくなると、いいと思い

ます。（女性 40 代） 

 子育て、家事、仕事の両立が難しい。毎日時間に追われ  精神的に余裕がなくなる。でも全てをや

らなければ  生活が成り立たない。（女性 40 代） 

 

【家庭での育児分担に関すること】 

 夫が家庭を省みず困っている。ママ友や子育て支援センターなど愚痴るところはあるが根本的な解

決につながらず、私一人家事と育児に追われ、職場復帰を控え困っている。もっと夫に家事や育児

に関わってもらいたいが、残業が多い職場や家事や育児は女性の役割など、環境面や夫の考え方が

変わらないと厳しい。（女性 30 代） 

 単身赴任で、子育てができる環境にない。仕事が多忙で、金もかかるので自宅にも帰れない。（男

性 40 代） 

 パパの育児参加や協力が出来る環境が欲しい。支援センターに相談に行かれないママのために月一

回保健師が自宅に訪問に来てくれる、その時ママ以外の家族にどれだけ協力出来ているのか聞き取

りしてくれるサービスがあると嬉しい。（女性 30 代） 

 お金がなく時間労働すると子育てに協力する時間が減ってしまったこと。（男性 40 代） 

 

【県や自治体等からの支援に関すること】 

 自治体で申請や申込みなどが面倒、分かりにくい。（男性 40 代） 

 パスポートの利用に対して制限、ハードルのある店舗（店のポイントカードがないとダメ…設定料

金以上でないとダメ等）があったり、加盟店であることを教えてくれなかったりで使えません。（女

性 40 代） 

 保育料は市で割引してくれるが、小学校中学校になるとないので、給食費とか割引してほしい。（女

性 30 代） 

 子供手当ての支給が市町村でありますが、高校年代まであってほしいと思います。（男性 40 代） 

 運転免許がないため、連れて行ける病院が限られること。タクシーを利用していたが、距離がある

場所や、近場でも頻繁に行くようになるとかなり費用がかかる。他県には子育てタクシーなるサー

ビスがあるようなので、そういったサービスが県内でも利用できるようになればいいと思う。（女

性 30 代） 

 子どもがいきなり熱を出した時に手持ちのお金がない時に後日支払えるようになると助かる。（女

性 10・20 代） 

 

【その他】 

 こどもが自閉スペクトラム障害で、感情を爆発させてしまうことが多く、親子共に疲労しています。

発達障害のこどもが通える放課後スクールのような施設があると有難いです。（女性 40 代） 

 育児、家事、仕事に追われたまには 1人の平日休みがほしいと思う。（女性 10・20 代） 

 近所に小さい子供がいる家族が住んでいない。子供が日常的に交流できる機会がない。（男性 30

代） 

 村内の子供の人数が少ない。一クラス 10 人前後なので中学、高校で人数が増えたときうまくやっ

ていけるか心配。（女性 40 代） 

 年寄りと子供の接点が無さすぎ。もっと保健センターとかで集いがあればと思う。（女性 30 代） 
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附属資料（調査票） 

本調査 

長野県民の結婚・出産・子育てに関するアンケート 

 

このアンケートは、以前のアンケートで長野県にお住まいとご回答された方を対象にお送りしていま

す。 

このアンケートには、結婚・出産・子育ての状況やお考えをうかがう内容が含まれています。長野県

にお住まいの皆様のご意見をおうかがいし、今後の事業に役立てることを目的として行うものです。ア

ンケートの回答はすべて個人が特定できないように処理をしたうえで使用させていただきます。 

趣旨をご理解のうえ、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

アンケートであなたご自身やあなたのご家族についておうかがいする場合があります。 

このアンケートには年収についてうかがう内容が含まれています。 

6 月 1 日現在の状況でお答えください。 

 

共通パート 

（調査内容） 

Ｑ１ あなたの性別をお答えください。（回答は１つ） 

１ 男性 ２ 女性 

 

Ｑ２ あなたの年齢をお答えください。 

 歳 

 

Ｑ３ あなたがお住まいの市町村をお答えください。（回答は１つ） 

＜佐久地域＞ 

１ 小諸市 

２ 佐久市 

３ 小海町 

４ 佐久穂町 

５ 川上村 

６ 南牧村 

７ 南相木村 

８ 北相木村 

９ 軽井沢町 

10 御代田町 

11 立科町 

＜上小地域＞ 

12 上田市 

13 東御市 

14 長和町 

15 青木村 

＜諏訪地域＞ 

16 岡谷市 

17 諏訪市 

18 茅野市 

19 下諏訪町 

20 富士見町 

21 原村 

＜上伊那地域＞ 

22 伊那市 

23 駒ヶ根市 

24 辰野町 

25 箕輪町 

26 飯島町 

27 南箕輪村 

28 中川村 

29 宮田村 

＜飯伊地域＞ 

30 飯田市 

31 松川町 

32 高森町 

33 阿南町 

34 阿智村 

35 平谷村 

36 根羽村 

37 下條村 

38 売木村 

39 天龍村 

40 泰阜村 

41 喬木村 

42 豊丘村 

43 大鹿村 

＜木曽地域＞ 

44 上松町 

45 南木曽町 

46 木曽町 

47 木祖村 

48 王滝村 

49 大桑村 

＜松本地域＞ 

50 松本市 

51 塩尻市 

52 安曇野市 

53 麻績村 

54 生坂村 

55 山形村 

56 朝日村 

57 筑北村 

＜大北地域＞ 

58 大町市 

59 池田町 

60 松川村 

61 白馬村 

62 小谷村 

＜長野地域＞ 

63 長野市 

64 須坂市 

65 千曲市 

66 坂城町 

67 小布施町 

68 高山村 

69 信濃町 

70 飯綱町 

71 小川村 

＜北信地域＞ 

72 中野市 

73 飯山市 

74 山ノ内町 

75 木島平村 

76 野沢温泉村 

77 栄村 

78 この中にはない

 

 

 

 

 

 

Ｑ４ あなたの現在の婚姻状況をお答えください。（回答は１つ） 

１ 現在、結婚（事実婚を含む）している 

２ 結婚していたが、現在は離・死別した 

３ 結婚したことはない 
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独身者パート ＜Ｑ４で２、３と回答した人に＞ 

【ここからは「独身の方」に、結婚や現在の生活などについてうかがいます。】 

Ｑ５ あなたのご両親と現在のあなたとの同居／別居についてうかがいます。（回答はそれぞれ１つ） 

 
同居 別居（近居） 

別居 

（近居以外） 
いない 

あなたの父親 １ ２ ３ ４ 

あなたの母親 １ ２ ３ ４ 

※「近居」は徒歩で 30 分程度の距離とお考えください。 

 

Ｑ６ 結婚について、あなたのお気持ちに最も近いものをお答えください。（回答は１つ） 

１ すでに結婚する予定がある 

２ すぐにでも結婚したい 

３ ２・３年以内に結婚したい 

４ いずれは結婚したい 

５ 結婚するつもりはない 

６ わからない 

 

Ｑ７（Ｑ６で１～４と回答した人に） 

あなたが結婚を考えたとき、次の中ではどのようなことが気になりますか。（回答はいくつでも） 

１ お金を自由に使えるか 

２ 職業を自由に選べるか 

３ 仕事（または学業）の時間を自由に取れるか

４ 余暇や遊びの時間を自由に取れるか 

５ 住む場所が制約されないか 

６ 自分の生活リズムや生活スタイルを保てるか 

７ ファッションや食べ物の好みが制約されないか

８ 相手の両親とうまく付き合えるか 

９ 自由な人生設計ができるか 

10 自分に子育てができるか 

11 その他 具体的に：（          ）

12 特に気になることはない 

 

Ｑ８（Ｑ６で１～４と回答した人に） 

あなたは結婚相手を決めるとき、次の項目についてどの程度重視しますか。（回答はそれぞれ１つ） 

 重視する 考慮する あまり関係ない 

相手の学歴 １ ２ ３ 

相手の職業 １ ２ ３ 

相手の収入などの経済力 １ ２ ３ 

相手の人がら １ ２ ３ 

相手の容姿 １ ２ ３ 

相手の家族構成・状況 １ ２ ３ 

共通の趣味の有無 １ ２ ３ 

自分の仕事に対する理解と協力 １ ２ ３ 

家事・育児に対する能力や姿勢 １ ２ ３ 
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Ｑ９（Ｑ６で２～５と回答した人に） 

あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。最大の理由、第２の理由、第３

の理由をそれぞれお答えください。（回答はそれぞれ１つ） 

１ 結婚するにはまだ若すぎるから 

２ 結婚する必要性をまだ感じないから 

３ 仕事（または学業）に打ち込みたいから 

４ 仕事（または学業）が忙しく、余裕がないから

５ 趣味や娯楽を楽しみたいから 

６ 独身の自由さや気楽さを失いたくないから 

７ 適当な相手にまだめぐり会わないから 

８ 異性とうまく付き合えないから 

 

９ 結婚生活を送るには年収が少ない、または 

結婚資金が足りない 

10 結婚生活のための住居のめどがたたないから 

11 子育てする自信がないから 

12 親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

13 親の面倒を見る（介護をする）必要があるから

14 名字を変えたくないから 

15 その他 具体的に：（          ）

16 これ以上理由はない 

 

Ｑ10（Ｑ６で２～４と回答した人に） 

あなたは「婚活」としてどのようなことを行っていますか。あるいは今後行いたいですか。 

（回答はいくつでも） 

１ 友人、職場の同僚や先輩に頼む 

２ 合コンに参加する 

３ インターネットサイト・SNS を活用する 

４ 婚活パーティーに参加する 

５ 趣味のサークルに入る 

６ お見合いをする 

７ 民間の結婚相談所に登録する 

８ 市町村や社会福祉協議会などの公的な結婚相談所に登録する 

９ その他 具体的に：（                              ） 

10 特に行っていない・行う予定はない 

 

Ｑ11 行政（県や市町村）に取り組んでほしい結婚支援は何ですか。あてはまるものをお答えください。 

（回答は３つまで） 

１ 各種イベント等による出会いの場の提供 

２ 交際にあたってのノウハウを学ぶセミナーの開催 

３ 結婚に関する悩み相談 

４ 公的な結婚相談所によるお相手紹介 

５ 年齢、年収、学歴等、自分の希望する条件に合う相手を検索できるデータマッチングシステムの導入

６ 民間の結婚相談所やインターネットサイトの登録料・会費の補助 

７ 結婚や住宅に関する費用の貸与や補助 

８ 結婚祝い金 

９ 若者の結婚を応援するような PR 活動の実施 

10 安定した雇用機会の提供 

11 長時間労働の是正等によるワークライフバランスの推進 

12 夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実 

13 その他 具体的に：（     ） 

14 わからない 

15 特にない 
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既婚者パート ＜Ｑ４で１と回答した人に＞ 

【ここからは「結婚されている方（事実婚を含む）」にうかがいます。】 

Ｑ12 結婚したときのご夫婦の年齢をお答えください。 

 夫  歳 

 妻  歳 

 

【あなた方ご夫婦の結婚までの経過についてうかがいます。】 

Ｑ13 あなた方ご夫婦はどのようなきっかけで知り合いましたか。（回答は１つ） 

１ 学校で 

２ 職場や仕事の関係で 

３ アルバイトで 

４ 幼なじみ、隣人関係 

５ 学校以外のサークル活動やクラブ活動、習い事で

６ 友人やきょうだいを通じて 

７ 見合いで（親戚や上役などの紹介も含む） 

８ 結婚相談所で 

９ インターネットサイトや SNS で 

10 婚活イベントで 

11 地域のイベントで 

12 街なかや旅先で 

13 その他 具体的に：（          ）

 

Ｑ14 あなた方ご夫婦が、最終的に結婚を決めたときの直接のきっかけは何ですか。（回答は２つまで） 

１ 年齢的に適当な時期だと感じた 

２ できるだけ早く一緒に暮らしたかった 

３ できるだけ早く子どもがほしかった 

４ 子どもができた 

５ 自分または相手の仕事の事情 

６ 結婚生活を送る年収の目途が立った、または

結婚資金が用意できた 

７ 友人や同世代の人たちの結婚 

８ 親や周囲のすすめ 

９ その他 具体的に：（          ）

 

Ｑ15 結婚してよかったことは何ですか。（回答はいくつでも） 

思い浮かぶことがあれば、どんなことでも「その他」にご記入ください。 

１ 経済的に余裕がもてる 

２ 社会的信用を得たり周囲と対等になれたりする 

３ 精神的なやすらぎの場が得られる 

４ 愛情を感じている人と暮らせる 

５ 自分の子どもや家族をもてる 

６ 生活上便利になる 

７ 親から独立できる 

８ 親を安心させたり周囲の期待にこたえられたりする 

９ その他 具体的に：（          ）

10 思い浮かぶものはない 
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共通パート 

【すべての方にうかがいます。】 

Ｑ16 あなたのおつとめの状況をお答えください。結婚されている方（事実婚を含む）は、配偶者（パ

ートナー）についてもお答えください。（回答はそれぞれ１つ） 

（１）あなたご自身 

（２）あなたの配偶者（パートナー） 

１ 正規の社員・職員 

２ パート・アルバイト 

３ 派遣・嘱託・契約社員 

４ 自営業主・家族従業員 

５ 無職・家事 

６ 学生 

７ その他 具体的に：（          ）

 

【現在、お仕事をお持ちの方にうかがいます。】 

Ｑ17（Ｑ16 で１～４と回答した人に） 

差し支えなければ、あなたの昨年の収入（年収）をお答えください。結婚されている方は、配偶者（パ

ートナー）の収入（年収）もお答えください。（回答はそれぞれ１つ） 

（１）あなたご自身 

（２）あなたの配偶者（パートナー） 

１ なし 

２ 1～99 万円 

３ 100 万円台 

４ 200 万円台 

５ 300 万円台 

６ 400 万円台 

７ 500 万円台 

８ 600 万円台 

９ 700 万円台 

10 800 万円台 

11 900 万円台 

12 1,000 万円以上 

13 覚えていない・答えたくない 

 

Ｑ18 育児と仕事との関係で、あなたの理想の生き方はどれですか。（回答は１つ） 

１ 結婚も出産もせず、働き続ける 

２ 結婚はするが、出産しないで働き続ける 

３ 出産するが、子どもの成長に関係なく働き 

続ける 

４ 出産するが、子どもの成長に応じて働き方 

を変えていく 

５ 出産を機に、いったん退職するが、子どもの

  手が離れたら働く 

６ 出産退職後は、育児に専念する 

７ 出産の有無に関係なく、結婚後働かない 

８ その他 具体的に：（          ）

９ わからない 
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【ここからは、出産や子育てについてうかがいます。】 

Ｑ19 お子さんの人数についてうかがいます。以下のそれぞれにあてはまる人数をご記入ください。 

   ＊0 人の場合は「0」を入力してください。 

（１）現在の子どもの数 

未就学児（０～６歳）  

人
小学生（６～１２歳）  

中学生（１２～１５歳）  

その他（１５歳以上）  

（２）理想の子どもの数 

＊出産や子育てのハードルが無いと仮定した場合に欲しい

子どもの数（今いる子や妊娠中の子を含む） 

  人

（３）実際に持つつもり（予定）の子どもの数 

＊今いる子や妊娠中の子を含む 
  人

 

【Ｑ19 で、「実際に持つつもり（予定）の子どもの数」が、「理想の子どもの数」より少ない方にうかが

います。】 

Ｑ20 持つつもりの子どもの数が、理想の子どもの数より少ないのはどうしてですか。あてはまる理由

をお答えください。（回答はいくつでも） 

１ 子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２ 家が狭いから 

３ 自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから 

４ 子どもがのびのび育つ社会環境ではないから 

５ 自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

６ 自分または配偶者（パートナー）の年齢的理由から 

７ これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

８ 健康面・体調面の理由から 

９ 家族（パートナー）の家事・育児への協力が得られないから 

10 家族（パートナー）が望まないから 

11 自分や配偶者（パートナー）の定年退職までに成人してほしいから 

12 その他 具体的に：（                             ） 

13 特に理由はない 

 

【Ｑ19 で理想の子ども数が 0と回答した方にうかがいます】 

Ｑ21 子どもを希望しない理由、子どもを持たないかもしれないと思う理由は何ですか。（回答はいく

つでも） 

１ 責任が重いと感じるから 

２ 子育てや教育にお金がかかりそうだから 

３ 保育サービスが充実していそうにないから 

４ 自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

５ 自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

６ 職場の協力や理解が得られそうにないから 

７ 子どもがいる生活が想像できないから 

８ 自分または配偶者（パートナー）が子どもが苦手だから

９ 自分または配偶者（パートナー）が子どもを

望まないから 

10 家が狭いから 

11 子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

12 自分または配偶者（パートナー）の年齢的理由から 

13 健康面・体調面の理由から 

14 育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

15 家庭の家事・育児への協力が得られそうにないから 

16 親の介護が心配だから 

17 子育てできる自信がないから 

18 その他 具体的に：（          ）

19 特に理由はない 
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【お子さんをお持ちのすべての方にうかがいます。】 

Ｑ22 子育てしてよかったこと思うことを選んでください。（回答はいくつでも） 

思い浮かぶことがあれば、どんなことでも「その他」にご記入ください。 

１ 家庭が明るくなる 

２ 生活に張り合いができる 

３ 自分も精神的に成長する 

４ 子育てを通じて友人が増える 

５ 子育てを通じて自分の視野が広がる 

６ 親族や身近な人が喜ぶ 

７ 地域とのつながりができる 

８ その他 具体的に：（          ）

９ 思い浮かぶものはない 

 

Ｑ23 1 人目のお子さんを出産したときの仕事についてお答えください。（回答は１つ） 

（継続） 

１ 育児休業を取得し、継続して働いた（働いている、または働く予定である） 

２ 育児休業を取得せず、継続して働いた（働いている、または働く予定である） 

（無職・退職） 

３ 妊娠前から無職だった 

４ 妊娠～子どもが１歳になる前の間に退職した 

５ 子どもが１歳になって以降、３歳になる前の間に退職した 

６ 子供が３歳になって以降に退職した 

７ わからない・答えたくない 

 

【仕事を辞めた方にうかがいます。】（Ｑ23 で４～６と回答した人に） 

Ｑ24 １人目のお子さんの妊娠・出産・育児の時期に仕事を辞めた一番の理由は何ですか。（回答は１

つ） 

１ 家事・育児に専念するため、自発的に辞めた 

２ 結婚・出産・育児を機に辞めたが、理由は結婚・出産・育児等に直接関係ない 

３ 仕事を続けたかったが、仕事と育児の両立が難しそうだった 

４ 子をもつ前と仕事内容や責任等が変わり、やりがいを感じられなくなった（なりそうだった） 

５ その他 具体的に：（                                ） 

６ 特にない 

 

【お子さんが２人以上いるすべての方にうかがいます。】 

Ｑ25 ２人目のお子さんを出産したときの仕事についてお答えください。（回答は１つ） 

（継続） 

１ 育児休業を取得し、継続して働いた（働いている、または働く予定である） 

２ 育児休業を取得せず、継続して働いた（働いている、または働く予定である） 

（無職・退職） 

３ 妊娠前から無職だった（1人目出産後、離職している場合を含む） 

４ 妊娠～子どもが１歳になる前の間に退職した 

５ 子どもが１歳になって以降、３歳になる前の間に退職した 

６ 子供が３歳になって以降に退職した 

７ わからない・答えたくない 
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【仕事を辞めた方にうかがいます。】（Ｑ25 で４～６と回答した人に） 

Ｑ26 ２人目のお子さんの妊娠・出産・育児の時期に仕事を辞めた一番の理由は何ですか。（回答は１

つ） 

１ 家事・育児に専念するため、自発的に辞めた 

２ 結婚・出産・育児を機に辞めたが、理由は結婚・出産・育児等に直接関係ない 

３ 仕事を続けたかったが、仕事と育児の両立が難しそうだった 

４ 子をもつ前と仕事内容や責任等が変わり、やりがいを感じられなくなった（なりそうだった） 

５ その他 具体的に：（                               ） 

６ 特にない 

 

【お子さんをお持ちのすべての方にうかがいます。】 

Ｑ27 お子さんが３歳になるまでの間、あなたや配偶者（パートナー）のご両親と同居していましたか。

（回答はそれぞれ１つ） 

※３歳になるまでの間で、もっともあてはまる状況についてお答えください。 

※お子さんが複数いる方は、一番下のお子さんの時のことをお答えください。また、お子さんが３歳未

満の場合には、現在の状況についてお答えください。 

 同居 別居（近居）
別居 

（近居以外）
いなかった わからない

あなたの父親 １ ２ ３ ４ ５ 

あなたの母親 １ ２ ３ ４ ５ 

配偶者（パートナー）の父親 １ ２ ３ ４ ５ 

配偶者（パートナー）の母親 １ ２ ３ ４ ５ 

※「近居」は徒歩で 30 分程度の距離とお考えください。 

 

Ｑ28 お子さんが３歳になるまでの間、あなたや配偶者（パートナー）のご両親からの子育ての手助け

はありましたか。もっともあてはまる状況についてお答えください。（回答はそれぞれ１つ） 

※３歳になるまでの間で、もっともあてはまる状況についてお答えください。 

※お子さんが複数いる方は、一番下のお子さんの時のことをお答えください。また、お子さんが３歳未

満の場合には、現在の状況についてお答えください。 

 
ほとんど 

なかった 

ときどき 

あった 

ひんぱんに 

あった 

日常的に 

あった 

あなたの父親 １ ２ ３ ４ 

あなたの母親 １ ２ ３ ４ 

配偶者（パートナー）の父親 １ ２ ３ ４ 

配偶者（パートナー）の母親 １ ２ ３ ４ 
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Ｑ29 お子さんが３歳になるまでの間、以下の制度や施設を利用しましたか。あてはまる状況について

お答えください。（回答はいくつでも） 

※３歳になるまでの間で、もっともあてはまる状況についてお答えください。 

※お子さんが複数いる方は、一番下のお子さんの時のことをお答えください。また、お子さんが３歳未

満の場合には、現在までの状況についてお答えください。 

１ 産前・産後休業制度 

２ 育児休業制度（男親） 

３ 育児休業制度（女親） 

４ 短時間勤務制度（男親） 

５ 短時間勤務制度（女親） 

６ 企業内保育所 

７ どれも利用しなかった 

 

 

Ｑ30（Ｑ29 で２、３と回答した人に） 

実際に取得した育児休業の期間と、理想の育児休業の期間をそれぞれお答えください。 

※お子さんが複数いる方は、一番下のお子さんの時のことをお答えください。 

 

＜男親の育児休業＞（Ｑ29 で２と回答した人に） 

（１）実際に取得した（取得する予定）の育児休業期間  年  ヶ月 

（２）理想の育児休業期間  年  ヶ月 

実際に取得した（取得する予定）の育児休業期間は、わからない・覚えていない 

＜女親の育児休業＞（Ｑ29 で３と回答した人に） 

（３）実際に取得した（取得する予定）の育児休業期間  年  ヶ月 

（４）理想の育児休業期間  年  ヶ月 

実際に取得した（取得する予定）の育児休業期間は、わからない・覚えていない 

 

Ｑ31（Ｑ29 で２と回答しなかった人、Ｑ30 で実際に取得した育休期間が理想より短かった人に） 

男親が育児休業を取得しなかった、または理想の育児休業期間より実際に取得した期間が短い理由をお

答えください。（回答はいくつでも） 

１ 会社で育児休業制度が整備されていなかったから 

２ 職場が育児休業制度を取得しづらい雰囲気だった（会社や職場の理解がなかった）から 

３ 休業取得による、所得減等の心配があったから 

４ 残業の多い職場だったから 

５ 休業前と同じ仕事や職場に復職できない（変化に対応できない）と思ったから 

６ 昇給や昇格など、今後のキャリア形成に影響がありそうだと思ったから 

７ 配偶者（パートナー）や家族からの後押しがなかったから 

８ 会社での手続き等が煩雑でわかりづらかった、または制度について十分わかっていなかったから

９ 配偶者（パートナー）や家族が家事・育児を担ってくれていたから 

10 そもそも取得をする必要性を感じていなかったから 

11 育児休業は男性ではなく、女性が取得するべきものだと思っていたから  

12 その他 具体的に：(                               ) 

13 わからない・覚えていない 

14 子どもが３歳になるまでの間は働いていなかった 
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Ｑ32（Ｑ29 で３と回答しなかった人、Ｑ30 で実際に取得した育休期間が理想より短かった人に） 

女親が育児休業を取得しなかった、または理想の育児休業期間より実際に取得した期間が短い理由をお

答えください。（回答はいくつでも） 

１ 会社で育児休業制度が整備されていなかったから 

２ 職場が育児休業制度を取得しづらい雰囲気だった（会社や職場の理解がなかった）から 

３ 休業取得による、所得減等の心配があったから 

４ 残業の多い職場だったから 

５ 休業前と同じ仕事や職場に復職できない（変化に対応できない）と思ったから 

６ 昇給や昇格など、今後のキャリア形成に影響がありそうだと思ったから 

７ 配偶者（パートナー）や家族からの後押しがなかったから 

８ 会社での手続き等が煩雑でわかりづらかった、または制度について十分わかっていなかったから

９ 配偶者（パートナー）や家族が家事・育児を担ってくれていたから 

10 そもそも取得をする必要性を感じていなかったから 

11 その他 具体的に：(                               ) 

12 わからない・覚えていない 

13 子どもが３歳になるまでの間は働いていなかった 

 

【現在結婚（事実婚を含む）されている方にうかがいます。】 

Ｑ33 あなた方ご夫婦の現実の分担と、理想の分担をそれぞれお答えください。 

（１）現在の家事の分担 夫： ％ 妻： ％  

（２）理想の家事の分担 夫： ％ 妻： ％  

（３）現在の育児の分担 夫： ％ 妻： ％  

（４）理想の育児の分担 夫： ％ 妻： ％  

※（３）（４）は子どもがいる人のみを対象。 

 

【お子さんをお持ちのすべての方にうかがいます。】 

Ｑ34 あなたは、過去５年以内（現在利用も含む）に以下の子育てサービスを利用しましたか。（回答

はいくつでも） 

※お子さんが複数いる方は、一番下のお子さんの時のことをお答えください。 

１ 保育園 

２ 幼稚園 

３ 認定こども園 

４ 延長保育 

５ 休日保育 

６ 一時預かり（一時保育） 

７ 病児・病後児保育 

８ ファミリーサポートセンター 

９ 児童館 

10 放課後児童クラブ 

11 放課後子ども教室 

12 利用した子育て支援サービスはこの中にはない 

13 いずれのサービスも対象年齢の子どもがいなかった 

※児童館：すべての子どもを対象 

※放課後児童クラブ：保護者が労働等により昼間家庭にいない小学生を対象 

※放課後子ども教室：すべての小学生を対象 
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Ｑ35 あなたは、現在利用している、または過去５年間に利用した子育て支援サービスに対して総合的

に満足していますか（利用時間、サービス内容、スタッフ、料金等）。（回答は１つ） 

※お子さんが複数いる方は、一番下のお子さんの時のことをお答えください。 

 
満足 やや満足 

あまり満足 

していない 

満足 

していない 

保育園 １ ２ ３ ４ 

幼稚園 １ ２ ３ ４ 

認定こども園 １ ２ ３ ４ 

延長保育 １ ２ ３ ４ 

休日保育 １ ２ ３ ４ 

一時預かり（一時保育） １ ２ ３ ４ 

病児・病後児保育 １ ２ ３ ４ 

ファミリーサポートセンター １ ２ ３ ４ 

児童館 １ ２ ３ ４ 

放課後児童クラブ １ ２ ３ ４ 

放課後子ども教室 １ ２ ３ ４ 

 

Ｑ36 Ｑ34 で選択しなかった（利用していない）子育て支援サービスについて、利用したことがない理

由をお答えください。（回答はいくつでも） 

※お子さんが複数いる方は、一番下のお子さんの時のことをお答えください。 

 必要がなか

ったから 

身近でサー

ビスの提供

がなかった

から 

費用が高か

ったから

利用の仕方

がわからな

かったから

そうしたサ

ービスがあ

ることを知

らなかった

から 

その他 

具体的に： 

（   ） 

対象年齢の

子どもがい

ないから

保育園 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

幼稚園 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

認定こども園 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

延長保育 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

休日保育 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

一時預かり（一時保育） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

病児・病後児保育 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

ファミリーサポートセンター １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

児童館 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

放課後児童クラブ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

放課後子ども教室 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
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Ｑ37 （現在サービスを未利用の人に） 

今後利用したい子育て支援サービスをお答えください。（回答はいくつでも） 

※お子さんが複数いる方は、一番下のお子さんの時のことをお答えください。 

１ 保育園 

２ 幼稚園 

３ 認定こども園 

４ 延長保育 

５ 休日保育 

６ 一時預かり（一時保育） 

７ 病児・病後児保育 

８ ファミリーサポートセンター 

９ 児童館 

10 放課後児童クラブ 

11 放課後子ども教室 

12 特にない 

13 対象年齢の子どもがいない 

 

【お子さんをお持ちの方、お子さんを希望している方にうかがいます。】 

Ｑ38（Ｑ19（1）で 1人以上、または、Ｑ19（2）で 1人以上と回答した人に） 

子どもを産み、育てる上で、過去の経験や用来の希望も含めて、行政（県や市町村）に充実を希望する

出産・子育て支援は何ですか。優先順位が高いものを３つまでお答えください。（回答は３つまで） 

【経済的支援】 

１ 妊娠・出産に伴う医療費の補助 

２ 保育園・幼稚園などの費用の補助 

３ ベビーシッターや民間の家事・育児支援サービスの費用の補助 

４ 住居費用の補助 

【サービスの充実】 

５ 妊娠・出産に関する医療機関の充実 

６ 保育園・幼稚園などの保育・教育内容の充実 

７ 保育園・幼稚園などのスタッフの人員の充実 

８ 保育園・幼稚園などのスタッフの対応の質向上 

９ 教育費の補助や奨学金制度の充実 

10 病児・病後児保育施設の充実 

11 一時預かりをしてもらえる施設の充実 

12 休日保育の充実 

13 地域や自治体の育児支援サービスの充実 

14 子育ての悩みを相談できる支援体制の充実 

15 児童館・放課後児童クラブ・放課後子ども教室の充実 

16 無料または割安な学習支援の充実 

17 その他 具体的に：（                ） 

18 特にない 

 

  



78 

Ｑ39 子どもを産み、育てる上で勤務先や社会環境に充実を求めるものは何ですか。（回答はいくつでも） 

【勤務先の制度の充実】 

１ 産休・育児休業制度 

２ 短時間勤務制度 

３ 勤務先の出産・育児に対する理解 

【社会環境】 

４ 父親が家事・育児への参画・分担に理解を示し、積極的に取り組める環境 

５ 若者世代が家族や子育てに明るいイメージや肯定的な価値観を持っていること 

６ 赤ちゃんとのふれあいなど、未成年期における家庭や子育てに関する教育 

７ 地域や近隣の支え合い意識 

８ 子どもに対する犯罪の防止など、地域における治安の確保 

９ 親同士の交流や相談の場が身近に利用できること 

10 公共の場で子連れでもあたたかく見守ってもらえること 

11 その他 具体的に：（                      ） 

12 特にない 

 

【妊娠中の方、年度末年齢 18 歳以下のお子さんがいる方にうかがいます。】 

Ｑ40 ながの子育て家庭優待パスポート事業をどれくらいの頻度で活用していますか。 

※ながの子育て家庭優待パスポート事業：妊婦さんのいる世帯、年度末年齢 18 歳以下のお子さんがい

る世帯が買い物などの際に、パスポートカードを提示すれば、割引などの各種サービスを受けることが

できる事業 

１ ほぼ毎日使う 

２ 週に３～４回使う 

３ 週に１～２回使う 

４ 月に２～３回使う 

５ 月に１回程度使う 

６ ２・３ヶ月に１回程度使う 

７ 半年に１回程度使う 

８ ほとんど使わない 

９ 全く使ったことがない 

10 事業について知らない 

11 事業の対象ではない（妊婦や年度末年齢 18 歳以下の子どもはいない） 

※ながの子育て家庭優待パスポート事業についてはこちらから 

http://nagano-kosodate.net/work/kosodate/ 

 

Ｑ41（Ｑ40 で１～５と回答した人に） 

ながの子育て家庭優待パスポート事業で、協賛店舗が増えてほしい業種は何ですか。（回答は３つまで） 

１ スーパー・食料品店 

２ コンビニエンスストア 

３ 衣料品、履物 

４ 薬局、ドラッグストア 

５ スポーツ用品 

６ 本・文具・玩具 

７ 時計・眼鏡等 

８ 家電 

９ 携帯電話、通信 

10 電車・バス・タクシー 

11 レストラン、食堂 

12 ファストフード 

13 理容・美容 

14 クリーニング 

15 住まい 

16 自動車、ガソリンスタンド 

17 金融・保険 

18 学習塾、学校等 

19 文化施設 

20 娯楽施設 

21 その他 具体的に：（          ） 

22 特にない 

※協賛店舗検索はこちらから http://pass.nagano-kosodate.net/ksearch/ 
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Ｑ42 ながの子育て家庭優待パスポート事業で、あったらよいと思う特典、サービス内容は何ですか。

（回答は３つまで） 

１ 割引サービス 

２ 粗品プレゼント 

３ ポイントカードのポイントアップ 

４ 粉ミルクのお湯の提供 

５ おむつ替えスペースがある 

 

６ トイレにベビーキープがある 

７ 授乳スペースがある 

８ キッズスペースがある 

９ ベビーカー入店可能 

10 その他 具体的に：（          ） 

11 特にない 

 

【お子さんをお持ちのすべての方にうかがいます。】 

Ｑ43 子育てをしていて、困った経験、悩んでいること、不安なことはありますか。どんなことでも構

いませんので、ご自由にお書きください。 

（例：近くに相談できる人がいない、公共機関を子連れで利用しにくい など） 

自由記述 
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